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通常点検のようす

ラッパ隊による演奏のようす功労消防団員表彰のようす

優良分団表彰のようす

平成 30 年度
三春町消防団秋季検閲式開催

　９月 30 日、三春小学校体育館において、平成 30 年度三春町消
防団秋季検閲式が開催されました。検閲式には約 300 名の団員が
参加し、団長による閲団後、町長による通常点検が行われました。
　表彰式では、各種行事への積極的な参加による技術の向上と防災
意識の高揚充実に寄与した功績が称えられ、ラッパ隊に優良分団表
彰が贈られたほか、13 名の功労団員が表彰されました。
　消防団活動には、地域や職場のご理解、ご支援が不可欠です。引
き続き、ご協力をお願いします。

（写真は団長閲団のようす）
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　10 月６・７日の２日間、福島さくら遊学舎において、マジカルフェスティバル 2018 が開催され、声優やご当地アイド
ルの皆さんによるトークショーやステージが行われ、イベントを盛り上げていました。

　９月 23 日、滝桜大駐車場において熱気球の係留体験搭
乗会を実施し、町内外から 120 名を超える皆さんにお越し
いただき、熱気球に搭乗いただきました。
　一関市とは、今年生誕 450 年を迎えている愛姫をきっか
けに姉妹都市を締結しており、愛姫生誕 450 年記念事業と
して実施したものです。一関市では、熱気球で子どもたち
の笑顔を作っていきたいとの思いで、震災復興の一環とし
て熱気球を始めたとのことです。今回、熱気球に搭乗され
た皆さんにも笑顔で楽しんでいただくことができました。

　９月 30 日、姉妹都市である一関市で行われた唐梅舘絵巻に
髙橋教育長が武将役として、荒獅子保存会が伝統芸能の披露と
して招待されました。
　当日は、台風の影響で雨模様であったこともあり、屋内での
開催となりましたが、荒獅子保存会の荒獅子舞のように、たく
さんの人が獅子の中に入って演舞するのは珍しいとのことで、
来場者からは、迫力があり、すごく新鮮だったとの声をいただ
きました。

マジカルフェスティバル 2018 が開催されました

第 18回唐梅舘絵巻で荒獅子舞を披露

～ 愛姫生誕 450 年記念事業 ～ 一関市から熱気球がやってきました

愛姫アニメーショントークショーのようす

　６日には、現在制作を進めている「愛姫」アニメーションのトー
クショーが行われ、愛姫の声優を務めていただく東山奈央さん、
伊達政宗役（予定）の下野紘さんが壇上に登場すると客席からは
大きな歓声が起こっていました。また、予定にはなかったスペシャ
ルゲストとして、愛姫のデザインをいただいている貞本義行さん
とアラキマリさんもトークショーに参加し、愛姫アニメーション
の話で盛り上がっていただきました。トークショーの最後には、
東山さん、下野さんのサイン色紙や貞本さん、アラキマリさんの
イラスト入りサイン色紙のプレゼントじゃんけん大会も行われま
した。
　トークショー中には、ゆべしや三春グルメンチの試食も行われ、
美味しいと絶賛いただき、町の食のよいＰＲにもなりました。

唐梅舘絵巻軍議のようす

荒獅子舞披露のようす

熱気球の係留体験搭乗会のようす
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問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155 問い合わせ先　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62-3837　FAX62-4727

　

11
月
18
日
（
日
）、第
30
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
、

白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
16
区
間
（
95
・
０
㎞
）
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
は
、
佐
久
間
伊
一
監
督
の
も
と
毎
日
練
習
を
積
み
重
ね
町
の
部
優
勝
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
沿
道
で
応
援
さ
れ
る
方
に
、
三
春
町
の
エ
ン
ジ
色
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
貸
し
出
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
貸
出
し
は
、
11
月
９
日
（
金
）
か
ら
行
い
ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
選
手
団
お
よ
び
各
中
継
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
団
長

　

柳
沼
孝
則
（
町
体
育
協
会
長
）

■
名
誉
顧
問

　
増
子
邦
明
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
顧
問
）

■
監
督

　

佐
久
間
伊
一
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

■
コ
ー
チ

　

佐
藤
修
一
（
田
村
高
教
諭
）

　

御
代
田
牧
子
（
三
春
中
教
諭
）

■
支
援
コ
ー
チ

　

三
瓶
清
友
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
会
長
）

　

榎
本
文
恵
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

渡
辺
英
夫
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

影
山
源
也
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

安
部
庄
一
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
幸
治
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

村
上
哲
也
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

加
藤　

博
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

柳
沼
久
司
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
光
市
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

佐
々
木
美
恵
子
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

11
月
18
日
（
日
）
午
前
７
時
40
分
ス
タ
ー
ト

◆ 各中継所と出場選手 ※ ただし、出場選手は大会当日までに変更になる場合があります。
昨年の三春町チーム選手団

　

増
子
栄
子
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

安
部
卯
吉
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

久
保
田
浩
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
恵
一
（
岩
江
中
学
校
教
諭
）

１
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5.4
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3.0
9.3
3.9
7.0
4.8
5.7
3.4
8.4

白河市総合運動公園陸上競技場～サンフレッシュ白河・大沼体育館前
サンフレッシュ白河・大沼体育館前～泉崎さつき公園前
泉崎さつき公園前～矢吹町役場内
矢吹町役場内～鏡石町・鳥見山陸上競技場内
鏡石町・鳥見山陸上競技場内～須賀川市役所内
須賀川市役所内～郡山市・ゼノアック 日本全薬工業（株）内
郡山市・ゼノアック 日本全薬工業（株）内～郡山市・宝来屋 郡山総合体育館前
郡山市・宝来屋 郡山総合体育館前～郡山市・郡山北工業高校内
郡山市・郡山北工業高校内～平成記念郡山 こどものもり公園入口前
平成記念郡山 こどものもり公園入口前～本宮市・（株）白岩屋商店前
本宮市・（株）白岩屋商店前～大玉村・（株）イイジマ前
大玉村・（株）イイジマ前～二本松市役所内
二本松市役所内～二本松市・安達支所内
二本松市・安達支所内～福島市・松陵中学校前
福島市・松陵中学校前～福島大学入口
福島大学入口～福島県庁前

区 距離
（㎞）

出場選手
氏　　名 所　　　属 区　　　間（中継所名）

登録補欠

佐久間有沙
岩井　駿介
安部　庄一
長谷川　徹
佐藤　秦理
上石　敦士
鈴木　和真
黒羽　俊輔
佐久間珀亜
大平　健太
渡辺沙祐未
新田　和樹
伊藤　修久
荻野　元暉
橋本みなみ
浦山　陽介

大東文化大２年
田村高２年
陸上自衛隊
陸上自衛隊
田村高３年

平成国際大3年
三春中３年
三春中３年
三春中２年
日本大3年
田村高3年
NTT東京

新潟医療福祉大４年
田村高3年
三春中3年
斎藤下の湯

渡辺椋介・鈴木涼太・國分真大・田中絵里花・安齋朋樹・大桃ひなた・遠藤慎太朗・渡辺乙葉

補  欠 儀同潤矢・白岩旭・大内悠矢・宮嶋蘭羽・小野寺遼・今泉ゆら

目
指
せ
！
町
の
部
優
勝
！

　
第
30
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
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ごみの不法投棄・ポイ
捨ては

　ごみの不法投棄・ポイ捨てに関する苦情や相談が
多く寄せられています。
　クリーンアップ作戦により、不法投棄されたごみの
回収を町内各地区の皆さんの手でしていただいており
ますが、その量は年間約 10 トンにも及びます。それ
でもごみの不法投棄・ポイ捨てが後を絶ちません。

問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155

ごみの出し方についてのお願い　～古紙類編～
　新聞紙をしばったものや雑がみ回収袋の中に、別の紙類（雑誌や紙パック等）が混じっているものが見受けられ

ます。他のものが混入しているとリサイクルできなくなる場合があるため、種類ごとの分別をお願いします。

犯罪です！
　ごみの不法投棄・ポイ捨ては「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により禁止されており、違反す
れば５年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金またはその両方が科せられます（法人の場合は３億
円以下の罰金刑）。
　家電製品や家具などの不法投棄はもちろん、びん、缶、たばこの吸いがらなど、たとえ少量の家庭ゴ
ミのポイ捨てであっても、処罰の対象となります。
　ごみは決められた方法で、収集日に各地区の集積所に出してください。

ごみの不法投棄・ポイ捨ては絶対にやめましょう！

　紙の材質等によりリサイクルで

きないものもあります。リサイク

ルできないものは燃えるごみとし

て出すようにしてください。

　また、回収袋がしばらずに出さ

れていることがあります。収集中

の飛散防止のため、回収袋をしばっ

て出してください。

※詳しくはお手持ちの「分別ガイ
　ド」をご覧ください。

問い合わせ先　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62-3837　FAX62-4727
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その女性の名は「あいひめ」
ではなく「めごひめ」。

愛姫特設 WEBサイト
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450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

http://miharu-megohime.com

 

 
 

2018
愛姫 YEAR!
2018
愛姫 YEAR!

第
十
一
回  

愛
姫
の
死

第
十
一
回  

愛
姫
の
死

四
季
め
ぐ
る
三
春
城
下
町
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

四
季
め
ぐ
る
三
春
城
下
町
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

こ
の
年
は
、
嫡
男
で
伊
達
家
当
主
の
忠
宗
も

江
戸
で
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
陽
徳
院
は
前
年

か
ら
体
調
を
崩
し
て
お
り
、
18
日
以
降
は
痢
病

と
記
録
さ
れ
、
連
日
十
五
・
六
回
の
激
し
い
下
痢

に
襲
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
22
日
に
は
将
軍
・
徳

川
家
光
か
ら
、
お
見
舞
い
の
使
者
が
訪
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
当
時
の
女
性
と
し
て
特
別
な
待
遇

で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
遺
言
を
残
し
た
り
、
形
見

分
け
を
す
る
と
し
て
、
身
の
回
り
の
品
々
の
整

理
を
し
ま
し
た
。
侍
女
の
お
さ
ご
が
、
西
舘
様

（
長
女
・
五
郎
八
姫
）
へ
の
形
見
が
な
い
と
陽
徳

院
に
尋
ね
る
と
、
残
っ
た
物
は
西
舘
に
全
部
や

る
と
答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
般
的
な
女
性

へ
の
形
見
で
あ
る
化
粧
道
具
が
も
う
な
い
と
尋

ね
る
と
、
既
に
西
舘
は
仏
の
道
に
入
っ
て
い
る

の
で
必
要
な
い
と
答
え
、
遺
品
や
葬
送
の
道
具

第
十
一
回  

愛
姫
の
死

　

愛
姫
（
陽
徳
院
）
は
、
承
応
元
年
（
１
６
５
２
）
に
夫
・
政
宗
の
17
回
忌
を
済
ま
せ
ま
す
が
、
そ

の
後
も
江
戸
の
伊
達
家
下
屋
敷
（
港
区
汐
留
）
で
暮
ら
し
、
承
応
２
年
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

身
辺
整
理

450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

問い合わせ先　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX62-6953

　

24
日
午
前
９
時
頃
、
陽
徳
院
は
86
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
毎
月
の
命
日
に
供
養
が
行
わ
れ

る
た
め
、
政
宗
と
同
じ
24
日
に
終
わ
っ
て
、
毎

月
一
緒
に
供
養
さ
れ
た
い
と
い
う
陽
徳
院
の
願

い
が
叶
い
ま
し
た
。

　

遺
言
に
よ
り
、
身
近
に
仕
え
た
手
水
番
の
手

で
行
水
し
、
入
棺
は
陽
徳
院
付
き
の
医
師
・
氏

家
紹
庵
と
田
村
家
旧
臣
・
橋
本
刑
部
の
孫
・
橋

本
隼
人
成
信
が
行
い
ま
し
た
。

　

棺
は
５
セ
ン
チ
程
の
厚
い
木
製
で
、
遺
体
の

状
態
を
保
つ
た
め
に
、
口
と
耳
か
ら
約
３
・
６
キ

ロ
の
水
銀
を
流
し
込
み
、
棺
内
に
は
石
灰
と
炭

陽
徳
院
の
死
と
入
棺

陽徳院御霊屋・宝華殿内のようす（昭和 60 年頃）

　

棺
は
雲
居
和
尚
に
導
か
れ
、
26
日
の
夜
明
け

前
に
供
の
女
中
た
ち
の
乗
物
13
挺
な
ど
を
従
え

て
江
戸
を
発
ち
ま
し
た
。
２
月
４
日
に
は
伊
達

領
に
入
る
直
前
の
貝
田
（
国
見
町
）
で
、
仙
台

か
ら
の
出
迎
え
の
10
騎
な
ど
と
合
流
し
、
５
日

は
仙
台
城
下
を
目
前
に
し
た
中
田
で
供
の
女
中

た
ち
に
暇
を
与
え
、
各
々
親
類
に
引
き
取
ら
れ

ま
し
た
。
翌
日
、
長
町
川
原
で
一
族
・
家
臣
た

ち
に
迎
え
ら
れ
、
午
後
に
は
松
島
の
陽
徳
院
に

入
り
ま
し
た
。

　

８
日
未
明
に
陽
徳
院
住
職
の
禅
山
祖
最
が
導

師
、
喪
主
に
当
た
る
忠
宗
の
名
代
を
後
に
田
村

家
を
再
興
す
る
宗
良
が
勤
め
、
遺
骸
は
陽
徳
院

の
後
の
丘
に
埋
葬
さ
れ
、
12
日
早
朝
か
ら
葬
礼

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
葬
礼
の
役
付
に
は
、
御
先

陽
徳
院
の
葬
送

を
ひ
と
通
り
確
認
し
、
あ
と
は
忠
宗
に
任
せ
る

と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

が
充
填
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
棺
の
上
か
ら

黒
い
緞
子
で
包
み
、
３
本
の
白
練
り
の
絹
布
を

縦
横
に
巻
い
た
と
い
い
ま
す
。

打
に
田
母
神
源
左
衛
門
重
勝
、
香
箱
・
橋
本
兵

九
郎
、
御
湯
・
橋
本
善
右
衛
門
、
路
次
奉
行
・

大
槻
内
蔵
助
清
幸
、
今
泉
清
左
衛
門
定
治
、
御

召
馬
・
田
村
長
門
顕
久
、
御
守
刀
・
橋
本
隼
人

成
信
、
御
掛
真
・
今
泉
一
右
衛
門
、
御
押
・
大

越
十
左
衛
門
な
ど
、
田
村
家
旧
臣
と
思
わ
れ
る

名
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
、
亡
く
な
る
ま
で

に
、
旧
臣
の
多
く
を
再
雇
用
で
き
た
よ
う
で
す
。
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450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

問い合わせ先　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX62-6953

〜 愛姫生誕 450 年事業 〜

四季めぐる
三春城下町
スタンプラリー

　年間スタンプラリーも、いよいよ後半
戦です。10 月から 12 月までは、秋の愛
姫クリアファイルがもらえます。
　皆さんもぜひ、街なかに足を運んでみ
ませんか。
◆ スタンプ押印場所
 　三春北町蔵「TENJIN」（三春町字北町 10）
◆ 営業時間
 　午前９時～午後５時

　年間スタンプラリーも、いよいよ後半
戦です。10 月から 12 月までは、秋の愛

　皆さんもぜひ、街なかに足を運んでみ
（
秋
の
愛
姫
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
）

～来て、見て、食べて、参加して、おいしい秋を楽しく満喫～
第 15 回三春秋まつり・第９回三春ウオークが開催されます

　町の秋のイベント三春秋まつりと三春ウオークを開催しま
す。町内の学校生徒や団体による音楽演奏、歌、ダンス等で
１日楽しめるイベントです。ぜひ、お越しください。
◆ 日時
　 11 月 10 日（土）・11 日（日）午前９時 30 分～午後４時
　 ※三春ウオークは、10 日（土）午前 10 時スタート
◆ 場所　三春町運動公園（三春町大字貝山字泉沢地内）
◇ 紅晴美歌謡ショー　10 日（土）午後２時 40 分～
◇ HUG っと！プリキュアショー
 　10 日（土）午前 10 時 30 分～、午後２時～
◇ ウルトラマンＲ／Ｂショー
 　11 日（日）午前 10 時 30 分～、午後１時～
◇ 伝統芸能・愛姫輿入行列　11 日（日）午後２時 45 分～

「TAMURA QUEST（タムラクエスト）」開催
～頭と体を使って愛姫を助け出せ！～

　子どもから大人まで楽しめ、家族や仲間で協力しながらミッションをクリアする新感覚オリエンテーリング。
　田村地域に関するクイズや頭や体を使ったアトラクションを乗り越えゴールを目指して「愛姫」を救い出そう！
◆ 日　時　11 月 11 日（日）　午前 11 時～午後３時 30 分（雨天決行・荒天中止）
◆ 場　所　三春町運動公園（三春秋まつり会場内）
◆ 対　象　小中学生と大人を含む２名以上を１チームとします。
◆ 参加費　無料
◆ 定　員　混雑時には参加制限あり
◆ 受　付　午前 10 時～午後１時 30 分、田村青年会議所ブースにて（事前申込不要）
◆ 駐車場　三春町運動公園
◆ その他　動きやすい服装でご参加ください。
☆ 詳しくは田村青年会議所ＨＰをご覧ください。

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　FAX62-3300

問い合わせ先　（一社）田村青年会議所　☎ 62-1250

※ 詳しいスケジュールなどは、広報みはる 10 月号または 10 月に広報と合わせて配布した三春秋まつり・三春ウオークの
　チラシをご覧ください。

第 14 回三春秋まつりのようす

　11 月 11 日（日）　午前 11 時～午後３時 30 分（雨天決行・荒天中止）

　午前 10 時～午後１時 30 分、田村青年会議所ブースにて（事前申込不要）

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　FAX62-3300
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冬の街なかイルミネーション
　今年も役場前を始め、街なかの商店街や個人宅の皆さんにご協力をいただき、街なかイル
ミネーションを実施します。また、今年も（株）三春まちづくり公社／みはる観光協会によ
るお寺のライトアップも実施されます。
　イルミネーションマップを片手に街なかイルミネーションをぜひお楽しみください。

実施期間　12 月３日（月）～ 12 月 28 日（金）

問い合わせ先　みはるイルミネーション事業実行委員会事務局
　　　　　　　（企画政策課内）☎ 62-1122　FAX 61-1110

イルミネーションの設置を希望される方へ

町民や事業所の方へ無料で貸し出しを行いま
すので、ご希望の方は事務局までお問い合わ
せください。
　町民の皆さんのイルミネーション事業への
参加・ご協力をお願いします。

昨年のイルミネーションのようす

2018

★マップは役場や三春駅などに設置します★

三春町アートクリエイター教室を
開催しています

　町では、小中学生からアニメーション、イラストおよび漫画等に触れて学ぶ機会を創出することで、子どもたち
の表現力と発想力を高めることを目的にアートクリエイター教室を開催しています。国際アート＆デザイン大学校
の先生や生徒の皆さん、福島ガイナのアニメーターの方とわいわい、がやがやと楽しく行っています。
　９月の教室では、愛姫イラストコンテストへの作品応募に向けて、コピックや水彩色鉛筆を使った色の塗り方や
キャラクターの描き方の学習を行いました。随時、参加されたい方も受付しますので、お問い合わせください。み
んなで楽しくお絵かきをしましょう。

問い合わせ先　三春町アートクリエイター教室事務局（産業課商工観光グループ内）
　　　　　　　☎ 62-3960　FAX62-3300

8



『未来へと　命を繋ぐ　１８９（いちはやく）』

11 月は児童虐待防止推進月間です
　子育てにおいて、しつけと称して、叩いたり怒鳴ったりすることは、子どもの成長の
助けにならないばかりか、悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。

問い合わせ先　子育て支援課　子育て支援グループ　☎ 62-0055　FAX62-3232

児童虐待は、社会全体で解決すべき問題です。
虐待を受けたと思われる子どもがいたら、ご自身が出産や子育てに悩んだら、
児童相談所や子育て支援課にご相談ください。

● 子どもを健やかに育むために・・・
・子育てに体罰や暴言を使わない
・子どもが親に恐怖を持つと SOS を伝えられません
・爆発寸前のイライラをクールダウンさせましょう
・親自身が SOS を出しましょう

● 児童虐待とは・・・
○ 身体的虐待・・・殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる　など
○ 性的虐待・・・・子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする　など
○ ネグレクト・・・乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔にする、
　　　 　　　　　　自動車の中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない　など
○ 心理的虐待・・・言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
　　　　　 　　　　子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（DV）　など

● 子どもや保護者のこんなサインを見落としていませんか？
・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
・子どもに不自然な傷や打撲がある
・子どもの衣類やからだがいつも汚れている
・小さい子どもを家においたまま外出している
・子どもの養育に関して拒否的、無関心である
・子どものけがについて不自然な説明をする
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◆ 三春の里ベクレルセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しております。
　測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
◆ 測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国、県に提供いたします。
◆ これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春町であるとは限りません。
　農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・販
売されることはありません。

◆食品中の放射性物質の傾向
◇ 山菜やきのこを除いてほとんどのものが 20 ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
◇ きのこ類では、野生きのこが基準値を超えていることが多いです。
◇ 一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えた方が良いでしょう。

問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155

三春の里ベクレルセンター （平成 30 年７月１日〜９月 30 日）

※検出限界値 20 ベクレル /kg 未満

食品等の放射性物質（セシウム）検査結果

100ベクレル
を超えたもの

最大値
（ベクレル／kg)

大根、白菜、里芋、小松菜、カボチャ、キャベツ、ネギ、
ブロッコリー、ホウレンソウ など

区分
検体数（件）

例示
総検体数 100ベクレル

以下のもの

野菜

豆類

山菜

きのこ

穀類

果実

加工食品

その他

227

25

0

15

2

45

2

9

325

227

25

0

9

2

45

2

9

319

0

0

0

6

0

0

0

0

6

26
（ミョウガ子）

※

※

5607
（ムラサキシメジ）

※

53（栗）

※

28（山椒）

ささぎ豆、黒豆、大豆、小豆 など

コシアブラ、タラノメ など

サルノコシカケ、アカヤマドリ、ハツタケ、ヤマイグチ
モドキ、ムラサキシメジ など

玄米、白米、小麦粉 など

栗、柿、梅、イチジク、リンゴ など

梅干、梅ジャム など

野ブドウ、ヘチマ水、山椒、菊等 など

合　　計

　

第
12
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会

に
出
場
し
た
三
春
町
チ
ー
ム
は
、
９
月
16
日
の
１

回
戦
で
優
勝
経
験
の
あ
る
伊
達
市
チ
ー
ム
と
対
戦

し
ま
し
た
。

　

先
発
の
山
口
賢
太
投
手
が
力
投
し
ま
し
た
が
、

守
備
の
乱
れ
か
ら
小
刻
み
に
得
点
を
許
し
、
２
対

７
で
惜
し
く
も
初
戦
突
破
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ス
タ
ン
ド
で
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
応

援
に
か
け
つ
け
、
選
手
に
厚
い
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

第
12
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

軟
式
野
球
大
会
初
戦
突
破
な
ら
ず２打点の伊藤貴之選手力投した山口賢太投手
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町
で
は
、全
小
学
校
区
に
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
と
し
て「
ま
ほ
ら
っ

こ
教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
の
参
加
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
通
し
て
申
込
書
を
配
布
し
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
11
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
高
学
年
に
つ
い
て
は
配
布
し
て
い
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
児
童
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の
ご
案
内

まほらっこ三春教室
まほらっこ御木沢教室
まほらっこ岩江教室

まほらっこ沢石教室

まほらっこ中妻教室
まほらっこ中郷教室

三春小学校空き教室
実施曜日教室名 実施場所 実施時間
月～金曜日
月～木曜日

月～金曜日

※通常教室は放課後から午後４時頃まで
※教室により終了時間が若干異なります。
※児童クラブのない地区で延長および長
　期休業中の教室を実施しています。
　詳しくはお問い合わせください。

岩江小学校体育館
御木沢小学校体育館

中郷地区交流館

沢石小学校体育館
※冬期：沢石会館
中妻地区公民館

◆ 各教室次年度実施内容

まほらっこ沢石教室の活動のようす

◆ 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
と
は

　

地
域
の
方
々
に
活
動
指
導
員
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
活

動
で
き
る
居
場
所
を
確
保
し
、
放
課
後
の
自

由
遊
び
や
勉
強
、
昔
遊
び
な
ど
の
様
々
な
体

験
活
動
や
異
学
年
交
流
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

◆ 

安
全
管
理
員
・
活
動
指
導
員
の
活
動
内
容

　

地
域
の
方
が
得
意
な
こ
と（
工
作
・
折
り
紙
・

昔
遊
び
な
ど
）
を
活
か
し
て
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
学
習
や
遊
び
の
見
守
り

を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
い
た

だ
き
、
当
番
制
と
な
り
ま
す
。

◆ 申込・問　児童生活センター　☎ 62︲8666　FAX 62︲8669

　三春町空手道スポーツ少年団は「公益社団法人日本空手協会・田村支部」に所属し、全国大会「内閣総理大臣杯」
「文部科学大臣杯」を目指して日々稽古に励んでいます。

三春空手道スポーツ少年団を紹介します

三春空手道スポーツ少年団の皆さん

問い合わせ先　三春空手道スポーツ少年団代表　菊地貞一　☎ 090-3127-5483

　イジメをしない、イジメにあわない、そして自分の身は
自分で守る、さらに武道精神の「礼に始まり、礼に終わる」
の言葉の通り礼節を重んじ「文武両道」で頑張っています。
　当団は「東北大会」「全国大会」への出場経験があり、
今年度も東北大会「山形県・鶴岡市」（９名）全国大会「宮
城県・グランディ 21」（２名）へ出場します。
　空手に興味のある方・精神的にも強くなりたい方・子ど
ものことで悩んでいる方などの相談にも応じます。一度見
学にお越しください。また、「無料体験練習」も行っていま
す。お友達のお越しを団員一同心よりお待ちしております。

◆ 稽古日　毎週火・水・金曜日・（月１回日曜日）
◆ 時　間　午後６時 30 分～９時　※日曜日のみ午後１時～５時
◆ 場　所　▷ 火　談話室（三春中学校前）　　▷ 水・金・（日）　御木沢小学校体育館
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● 問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155

研究の現場を見てみよう！

環境創造センターだより
環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。今回は日本原子力研
究開発機構福島環境安全センター放射線計測技術グループの御園生敏治さんです。

　福島第一原子力発電所の事故により放出された放射性物質は、環境中でどのよ
うに移動するのでしょうか。私たちのグループでは、海の中での動きにも着目し
ています。
　福島県沖の海岸から 20km 程度までの沿岸域で調査・研究を行っています。調
査船等を使って海底から土を採り、海水を汲み上げます。そして、採取した土や
海水に含まれる放射性セシウムの放射能濃度を測定します。海水には細かな浮遊
物がたくさん含まれていますが、この浮遊物の量が、雨や水温、潮の流れとどう
関係しているかを調べます。
　放射性セシウムは色々な物質にくっついているのですが、採取した土や浮遊物
とどのようにくっついているのかを分析装置で調べます。

○ 海の中では放射性物質はどうなってる？

◎ 日本原子力研究開発機構福島環境安全センター
　 放射線計測技術グループ　御園生敏治さん
　福島県に来て４年半が過ぎました。以前は雪がほとんど降らない地域におりましたので、
まだまだ冬の生活は初心者です。滝桜、三春ダムと美しいところが多いので楽しんでおり
ます。三春グルメンチは美味しいです！

海底からの土の採取のようす

問い合わせ先　福島県環境創造センター　総務企画部　企画課　☎ 61-6129　FAX 61-6119
　　　　　　　　　 　　　　　　   住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

〜コミュタン福島 11 月のイベント情報〜

※ イベントの詳細はコミュタン福島ホームページをご覧ください。　http://www.com-fukushima.jp/
※ 環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。
　 詳しくは 12 月に配付した「三春町町営バス時刻表（平成 30 年 1 月 4 日改正）」をご覧ください。

◆ ３日（土）・４日（日）
　 [ コミュタンラボ ]「放射線を遮へいするものを探してみよう！」
　 [ コミュタンクラフト ]「ペットボトルでおもちゃをつくろう！」
◆ 10 日（土）・11 日（日）
 　[ テーブルサイエンス ]「スマートフォンでミクロの世界を撮影しよう！」
 　[ サイエンスショー ]「放射線ってなあに？」
◆ 17 日（土）・18 日（日）
 　[ コミュタンクラフト ]「割りばしで工作をしよう！」
◆ 24 日（土）・25 日（日）
 　[ コミュタンラボ ]「燃料電池を体験しよう！」
 　[ コミュタンクラフト ]「荷造りひもでおしゃれなかごをつくろう！」
12 月２日（日）環境創造シンポジウム＆理科自由研究発表会 at コミュタン福島
　環境創造シンポジウムでは、たんぽぽの白鳥久美子さんやサッカー日本代表の西芳照シェフ
をパネリストに迎えてのパネルディスカッションや、ふくしまの復興のために活動する 30 団
体からのブース展示等を行います。また、同日開催の理科自由研究発表会では、田村地区の小
学生が夏休みの理科自由研究をもとに口頭発表やポスターセッションを行います。

◆ 環境創造シアター国立科学博物館番組上映 宇宙 138 億年の旅／海の食物連鎖
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平成30年
9月26日

平成30年
8月29日

1
2
3
4
5
6
7
8
９

10
11
12
13
14
15

三 春 小 学 校
岩 江 小 学 校
御木沢小学校
中 妻 小 学 校
中 郷 小 学 校
沢 石 小 学 校
要 田 小 学 校
三 春 中 学 校
岩 江 中 学 校
岩 江 幼 稚 園
中 郷 幼 稚 園
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
北 保 育 所
三 春 幼 保 園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.09
0.10
0.10
0.08
0.09
0.09
0.08
0.11

（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.12）
（0.10）
（0.10）

0.10
0.09
0.10
0.10
0.08
0.09
0.09
0.08
0.12

（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.12）
（0.11）
（0.11）

平成30年
9月26日

平成30年
8月29日

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

JA御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.09
0.11
0.17
0.11
0.10
0.10
0.13
0.11
0.12
0.10 
0.11
0.16
0.10
0.11 
0.14
0.10
0.15

0.15
0.12
0.17
0.12
0.10
0.10
0.14
0.11
0.13 
0.10 
0.11
0.16
0.10
0.12
0.14
0.10
0.15

公園中央
１ｍ高

0.10
0.10
0.08
0.10
0.15
0.09
0.09
0.10
0.09
0.11

1
2
3
4
5
6
7
8
９

10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
8月30日

● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします

※ 単位は全てマイクロシーベルト
　／時間です。

● 問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155

● 仮置き場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮
置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置き
場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置き場

◆ 北部三地区仮置き場 ◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

①
0.12
0.11
0.11
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.13
0.13
0.13

0.12
0.12
0.13
0.13

0.11
0.10
0.11
0.11

0.12
0.12
0.12
0.11

0.13
0.14
0.14
0.13

0.09
0.08
0.08
0.10

9月  5日
9月12日
9月19日
9月26日

測定日／測定点 ①
0.14
0.15
0.15
0.14

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.13
0.12
0.14

0.15
0.12
0.14
0.14

0.12
0.11
0.12
0.12

0.10
0.10
0.10
0.11

0.10
0.10
0.10
0.10

0.12
0.12
0.11
0.12

9月  6日
9月13日
9月20日
9月27日

測定日／測定点

①
0.10
0.10
0.10
0.10

② ③ ④
0.12
0.11
0.12
0.12

0.10
0.09
0.09
0.10

0.13
0.12
0.13
0.14

9月  3日
9月10日
9月18日
9月24日

測定日／測定点 ①
0.10
0.10
0.10
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.11
0.11
0.11

0.11
0.11
0.11
0.11

0.10
0.10
0.10
0.11

0.08
0.08
0.07
0.05

0.10
0.10
0.08
0.12

0.10
0.10
0.11
0.10

9月  3日
9月10日
9月18日
9月24日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場
①
0.09
0.10
0.10
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.09
0.09
0.10
0.10

0.10
0.09
0.10
0.09

0.14
0.15
0.14
0.14

0.14
0.15
0.14
0.13

0.09
0.10
0.09
0.09

0.10
0.09
0.10
0.09

9月  7日
9月14日
9月21日
9月28日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置き場

①
0.10
0.11
0.10
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.09
0.10
0.11
0.12

0.09
0.09
0.10
0.10

0.10
0.10
0.11
0.11

0.11
0.10
0.10
0.10

0.10
0.10
0.11
0.11

0.09
0.09
0.09
0.09

9月  4日
9月11日
9月18日
9月25日

測定日／測定点

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。

※ 平成 30 年度から公園中央地上高１ｍ
　のみの測定となります。
※ 平成 30 年度から３か月に一度（6・
　9・12・3 月実施）の測定となります。

※ 主な施設の環境放射線量の測定は、地
　上１m で計測しています。

※ 町内小中学校等の環境放射線量の測
　定は、地上 1m、かっこ内は地上 50
　cm で計測しています。
● 問　教育課 学校教育グループ
　　　☎ 62-6310　FAX 62-6000

● 問　住民課 生活環境グループ
　　　 ☎ 62-2147　FAX 62-5155

● 問　建設課 都市グループ
　　　 ☎ 62-2113　FAX 62-3300
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　事前の申込みは必要ありません。お茶を飲みながら
楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時
　 11 月 1 日（木）　午前 10 時～午後 0 時
　 12 月 6 日（木）　午前 10 時～午後 0 時
▶ 場　　所　三春病院 1 階健診室前
▶ 身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ
▶ 健康に関する 20 分程度のミニ講座
▷ 11 月　「認知症のお薬について（仮）」
▷ 12 月　「認知症について２」
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には
　専門のスタッフが対応します。

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

９月９日～ 10 月８日に
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

︻
福
祉
︼

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
付
金

　

 （
株
）
菊
川
屋

　

 

福
島
県
理
工
専
門
学
校

学
校
長 

吉
田
由
美
子

▽ 

物
品

　

 

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽ 

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

▽ 

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

▽ 

三
春
町
舞
踊
団
体
連
絡
協
議
会

▽ 

御
祭
む
つ
み
会
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

▽ 

荒
町
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

▽ 

花
柳
流
き
ぬ
の
会

▽ 

三
春
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

▽ 

ア
リ
イ
ポ
エ

▽ 

石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）

▽ 

上
野
ト
ク
（
平
沢
）

▽ 

大
越
瑛
子
（
弓
町
）

▽ 

大
津
早
苗
（
八
島
台
）

▽ 

國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

▽ 

齋
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

▽ 

佐
久
間
善
子
（
大
町
）

▽ 

橋
本
光
子
（
御
免
町
）

▽ 

村
上
き
ん
よ
（
八
島
台
）

▽ 

山
下
洋
子
（
小
浜
海
道
）

︻
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
︼

▽ 

渡
邊
裕
子

　

 （
東
京
都
世
田
谷
区
在
住
）

▽ 

橋
元
ヒ
ロ
子

　

 （
東
京
都
杉
並
区
在
住
）

▽ 

大
内
宏

　

 （
福
島
県
三
春
町
在
住
）

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

　インフルエンザは、高齢者や子ども
が感染すると重症化する危険性が高い
感染症です。かかりつけの医師と相談
し、早めに予防接種を受けることをお
勧めします。
▶ 三春町の助成実施期間
　平成 30 年 10 月１日
～平成 31 年３月 31 日

インフルエンザワクチン予防接種と三春町の助成について

オレンジカフェ☆さくら

　今回の健康講座は薬剤師によるノロウィルスやイン
フルエンザなどについてのお話です。
　事前申込みは必要ありません。ぜひご参加ください。
▶ 場　所　三春町敬老園　　▶ 問　☎ 62-3618
▶ 参加費　無料

助成対象
65歳以上の方
（一部60歳以上で一定以上の障害の
ある方を含む）

助成回数

満1歳以上中学3年生以下

▷ 満1歳～13歳未満　　一人2回
▷ 13歳以上中学3年生　一人1回一人1回

接種費用 本人負担1,400円
本人負担1回1,400円
＋助成額を超える額

高齢者 子ども

▶ 三春病院で予防接種を受ける場合
▷ 事前に電話でご確認の上、来院ください。受付にて「予防接種希望」とお話しください。
▷ 接種場所　小児　水曜日午前９時～ 11 時 30 分、土曜日午後３時～４時　小児科外来にて実施
　　　　　　　　　 （※休診の場合もありますので、事前にお問い合わせのうえお越しください）
　　　　　　 一般　午前９時～午後４時　内科外来にて実施（※ 木曜日午後休診・第３木曜日１日休診）
▶ 問　▷ 予防接種の助成について　保健福祉課 健康づくりグループ　☎ 62-5110
　　　 ▷ 三春病院での予防接種について　☎ 62-3131

　あいにくの雨でしたが多くの方々にご来場いただき、渡辺病院長
による「生活習慣とがん」のお話の後、三春レディバグズダンスク
ラブによるキッズダンス、三味線やギター演奏等が行われ、バザー・
飲食ブース・ゲームコーナー等も賑わっていました。
　今年も笑顔あふれる楽しい時間となりました。

９月29日 第９回みはるフェスタを開催しました

アドレス　http://www.hoshipital.jp/miharu/index.html
★10月より三春病院ホームページがリニューアルしました。ぜひご覧ください。
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◆ 

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー

　

 

競
技
講
演
会
を
開
催

　

９
月
13
日
、本
校
第
二
体
育
館
に
お
い
て
、

１
年
生
を
対
象
と
し
た
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

の
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
の
講
演
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー

ラ
グ
ビ
ー
連
盟
の
三
阪
洋
行
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
競
技
の
説
明
や
現
状
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
現
状
や
展
望
、
２
０
２
０
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

三
阪
さ
ん
は
、
本
校
１
年
生
の
橋
本
勝
也

選
手
の
チ
ー
ム
コ
ー
チ
で
あ
り
、
先
日
行
わ

れ
た
世
界
選
手
権
で
優
勝
し
た
と
き
に
も
同

行
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー

プ
レ
ー
中
の
事
故
に
よ
り
頸
椎
損
傷
の
た
め

胸
か
ら
下
が
動
か
な
く
な
り
そ
の
後
、
こ
の

競
技
と
出
会
い
三
度
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
な
ど
の
今
に
至
る
経
緯
を
伺
う
と
と
も

に
、
競
技
や
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す

る
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

◆ 

体
育
科
３
年
登
山
実
習

　

９
月
６
日
、
７
日
の
１
泊
２
日
の
日
程
で

体
育
科
３
年
の
登
山
実
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
実
習
で
は
、
体
育
科
必
修
の
野
外

活
動
と
し
て
、
日
本
百
名
山
に
選
定
さ
れ
て

い
る
東
北
地
方
最
高
峰
の
燧
个
岳
に
毎
年
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
日
目
は
バ
ス
で
午
前
５
時
30
分
に
ま

ほ
ら
を
出
発
、
檜
枝
岐
山
岳
協
会
の
２
人
の

専
門
の
ガ
イ
ド
の
指
導
の
も
と
、
今
年
は
非

常
に
珍
し
い
晴
天
で
あ
っ
た
た
め
予
定
を
変

更
し
、
す
ぐ
に
燧
个
岳
へ
ア
タ
ッ
ク
し
ま
し

た
。
天
気
が
良
い
た
め
途
中
の
自
然
も
気
分

良
く
観
賞
で
き
、
特
に
山
頂
で
は
３
６
０
度

パ
ノ
ラ
マ
が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
爽
快
で
し

た
。

　

第
２
日
目
は
午
前
７
時
30
分
に
燧
小
屋
を

出
発
、
三
条
个
滝
経
由
で
御
池
を
目
指
し
ま

し
た
。朝
方
ま
で
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、

出
発
時
に
は
そ
の
雨
も
あ
が
り
、
雲
の
切
れ

間
か
ら
晴
れ
間
も
見
え
、
非
常
に
天
候
に
恵

ま
れ
た
登
山
実
習
で
し
た
。

◆ 

就
職
希
望
者
激
励
会
を
開
催

　

９
月
12
日
、
就
職
選
考
解
禁
日
を
前
に
就

職
を
希
望
す
る
生
徒
へ
の
激
励
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

教
頭
、
羽
田
進
路
指
導
主
事
よ
り
16
日
か

ら
解
禁
と
な
る
就
職
試
験
に
向
け
て
の
心
構

え
等
、
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、
服
装
、
身
だ
し
な
み

を
整
え
、
真
剣
な
面
持
ち
で
話
を
聞
き
、
立

ち
振
る
舞
い
も
緊
張
感
を
持
っ
て
行
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
だ
る
ま
に
目
を
入
れ
、
全

員
合
格
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
社
会
人
と
し
て
の
入
口
と
な

る
大
事
な
機
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
教
職
員
も
一

丸
と
な
っ
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。

競技用車いすの体験

講師の三阪洋行さん

　

講
演
会
の
途
中
で
競
技
用
の
車
い
す
に
乗

せ
て
も
ら
い
、
衝
突
す
る
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
生
徒
は
そ
の
す
ご
さ
に
衝
撃
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
今
回
の
講
演

会
を
通
じ
て
競
技
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
競
技
で
活

躍
す
る
同
級
生
を
さ
ら
に
応
援
す
る
気
持
ち

が
芽
生
え
た
様
子
で
し
た
。

燧小屋

燧ヶ岳山頂

尾瀬沼

広沢田代

　

例
年
は
、
部
活
動
で
鍛
え
て
い
る
体
育
科

の
生
徒
で
も
疲
れ
果
て
歩
く
の
も
や
っ
と
の

生
徒
が
い
ま
す
が
、
今
年
は
過
去
最
高
の
天

候
で
２
日
目
で
も
快
調
な
足
取
り
で
御
池
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
生
徒
も
山
頂
か
ら

の
素
晴
ら
し
い
景
色
に
感
動
と
喜
び
を
味
わ

い
、
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

代表生徒によるだるまへの目入れ

教頭先生からの激励

山頂からの尾瀬ヶ原

柴安嵓
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各種大会で素晴らしい成果を上げました！

　夏休み最終週から９月末にかけて、田村地区内で様々な大会が行われました。児童・生徒たちは、これらの各大
会で夏休み前、夏休み中の練習の成果を存分に発揮しました。

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX62-6000

　

三
春
小
学
校
で
は
教
育
目
標
に
「
強
く 

正
し
く 

美
し
く
」
を

掲
げ
、
日
々
充
実
し
た
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
今
年
度
は「
レ
ッ
ツ 

ト
ラ
イ
！
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
教
育
界
は
大
き
な
過
渡
期
を
迎
え
て
お
り
、
特
に
小
学
校

教
育
に
お
い
て
は
平
成
32
年
度
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
完
全
実

施
に
向
け
て
準
備
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
小
学
校
教
育
へ

教
科
と
し
て
導
入
さ
れ
る
外
国
語
科
や
、こ
れ
ま
で
の
道
徳
が「
特

別
の
教
科 

道
徳
」
と
し
て
学
習
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
求
め
ら
れ

る
資
質
や
能
力
の
育
成
の
た
め
に
、
重
要
な
取
組
と
と
ら
え
て
い

ま
す
。

  

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
私
た
ち
教
員
に
と
っ
て
も
新
し
い
取

組
に
は
不
安
が
多
く
、
前
進
す
る

た
め
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
は
「
や
っ

て
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と

に
は
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
が

役
立
つ
こ
と
が
少
な
く
、
失
敗
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
多
く
、
大
き
な
成
長
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
や
っ
て
み
て
、
続
け
て
み
て
、

振
り
返
っ
た
り
や
り
直
し
た
り
し

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
前
進
す
る
、

そ
ん
な
願
い
が
「
レ
ッ
ツ 

ト
ラ

イ
！
」
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
三
春
小
学
校
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
！

三
春
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

ALT との外国語学習道徳の学習

渡辺乙葉さん（岩江中）

【田村地区小・中学校音楽祭】（８月 22 日・23 日実施）
　合唱の部には、三春小学校、三春中学校、岩江中学校、
合奏の部には三春小学校、三春中学校が出場しました。
素晴らしい歌声と演奏を披露し、会場からは大きな拍
手をいただきました。
　小学校合唱の部と合奏の部で三春小学校が銀賞、中
学校合唱の部で三春中学校と岩江中学校が優秀賞、中
学校合奏の部で三春中が優良賞に輝きました。

【田村地区中学校英語弁論大会】（８月 29 日実施）
〈暗唱の部〉　第３位　渡辺乙葉さん（岩江中３年）
　　　　　　第４位　八木原悠里さん（三春中２年）

【田村支部中体連駅伝大会】
（９月６日実施）※６位までが入賞
　今年は各校のＢチームも前半を上位で通過するなど
健闘が目立ちました。来年の飛躍に期待します。

〈男子の部〉　第３位　三春中学校Ａチーム

八木原悠里さん（三春中）

岩江中駅伝チームの皆さん

三春中バスケ部の皆さん

〈女子の部〉　第２位　三春中学校Ａチーム　　第４位　岩江中学校Ａチーム
【田村支部中体連新人総合大会】（９月 26 日～ 28 日実施）※ 団体競技の成績のみ
〈三春中学校〉
第１位　ソフトボール、男子バスケットボール　　第２位　男子ソフトテニス
第３位　男子バレーボール、女子バレーボール、女子バスケットボール、
　　　　女子ソフトテニス、サッカー、男子卓球、女子卓球、男子剣道

〈岩江中学校〉
第１位　 男子卓球　　第３位　 男子バスケットボール、女子ソフトテニス
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX62-6000問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX62-6000

第 43 回三春町小学校陸上交歓会開催
　９月 12 日、町内の各小学校５・６年生による陸上交歓会が町営グラウンドで開催されました。
　小学生の皆さんは、元気よく自分がエントリーした競技に打ち込んでいました。陸上交歓会の結果は次のとおり
です。（敬称略・新 は新記録）

表彰式のようす

ボール投げのようす
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滝
桜
保
全
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

滝
桜
大
駐
車
場
（
原
石
山
駐
車
場
）
で
行
わ
れ
た
自
動
車
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

し
た
２
つ
の
団
体
様
か
ら
、
会
場
で
来
場
者
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
滝
桜
保
全
に
関
す

る
募
金
を
町
に
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽ 

９
月
２
日
開
催

 　
「
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
ʼ
Ｓ
」　

寄
付
額　

５
２
、２
１
５
円

ユ
ー
ロ
マ
ス
タ
ー
ズ
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん

▽ 

９
月
16
日
開
催

 　
「
Ｓ
Ｔ-

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」　

寄
付
額　

３
８
、５
０
０
円

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ　

国
分
政
司
さ
ん

ユーロマスターズ実行委員会の皆さん

STANCE　国分政司さん

第
５
回
国
保
健
康
づ
く
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

10
月
11
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、
雨
の
た
め
８
ホ
ー
ル
に
短

縮
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
１
７
名
（
男

66
名
、
女
51
名
）
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼ 

男
子
の
部

▽ 

優　
勝　
寺
山
秋
男
（
上
舞
木
）

▽ 

準
優
勝　
熊
田
廣
仲
（
新
町
）

▽ 

３　
位　
渡
辺
正
男
（
御
木
沢
）

▼ 

女
子
の
部

▽ 

優　
勝　
渡
辺　

歌
子
（
御
木
沢
）

▽ 

準
優
勝　
星
野
ト
キ
子
（
新
町
）

▽ 

３　
位　
箭
内
さ
つ
子
（
八
幡
町
）上位入賞のプレーヤーの皆さん

平
成
30
年
度
三
春
町

文
化
祭
が
開
幕
し
ま
し
た

　

10
月
19
日
、三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

で
、
平
成
30
年
度
の
三
春
町
文
化
祭

の
開
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
は
、
10
月
19
日
か
ら
11
月

17
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

　

期
間
中
は
各
種
団
体
が
、
文
化
活

動
の
成
果
を
発
表
・
展
示
し
ま
す
。

芸
術
・
文
化
の
秋
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

三春町文化祭のようす
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中
町
自
主
防
災
会
が

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
24
日
、
中
町
自
主
防
災
会
（
会

長
白
岩
登
喜
夫
中
町
区
長
）
に
よ
る
防

災
訓
練
が
中
町
公
民
館
お
よ
び
駐
車
場

で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

田
村
消
防
署
三
春
分
署
の
指
導
に
よ

る
水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
を
使
っ
た
救
急
救
命
訓

練
、
消
防
団
に
よ
る
地
下
水
槽
か
ら
の

放
水
披
露
や
消
火
栓
の
使
用
方
法
の
講

習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

救急救命訓練のようす 放水体験のようす

熊
耳
地
区
自
主
防
災
会
が

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
23
日
、
熊
耳
地
区
自
主
防
災

会
（
会
長
小
山
文
男
熊
耳
区
長
）
に

よ
る
防
災
訓
練
が
要
田
交
流
館
大
平

荘
お
よ
び
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
地

域
住
民
や
地
元
事
業
所
か
ら
90
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

田
村
消
防
署
三
春
分
署
の
指
導
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
救
急
車
の
説

明
、
救
急
救
命
講
習
、
田
村
警
察
署

に
よ
る
な
り
す
ま
し
詐
欺
へ
の
防
犯

講
習
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

救急車の説明のようす 防犯講習のようす

影
山
光
雄
さ
ん
田
村
地
方

統
計
協
会
長
表
彰
受
賞

　

影
山
光
雄
さ
ん
が
平
成
30
年
度
田

村
地
方
統
計
協
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
、
９
月
14
日
に
三
春
町
役
場
に
て

表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
三
春
町
の
統
計
調

査
事
務
に
５
年
以
上
従
事
し
、
特
に

成
績
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
方
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。受賞された影山光雄さん

岩
江
地
区
自
主
防
災
会
が

防
災
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
８
日
、
岩
江
地
区
自
主
防
災

会
（
会
長
篠
崎
聡
代
表
区
長
）
に
よ

る
防
災
研
修
会
が
岩
江
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
防

災
会
会
員
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
防
災
士
会
理
事
長
藁
谷
さ

ん
に
よ
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
勉
強
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

勉強会のようす福島県防災士会理事長の藁谷さん
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桜
川
河
川
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た

　

９
月
21
日
、
大
町
地
内
小
金
橋
か
ら
八
幡
町
地
内
雁
木
田
橋
の
区
間
に
か
け
て
桜

川
河
川
の
草
刈
り
・
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

三
春
町
建
設
業
組
合
お
よ
び
八
幡
町
行
政
区
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
福

島
県
県
中
建
設
事
務
所
お
よ
び
三
春
町
役
場
の
４
団
体
で
約
１
０
０
名
に
よ
り
、
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
交
通
規
制
に
よ
り
、
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

桜川河川清掃のようす

平
成
30
年
度
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が

誕
生
し
ま
し
た

　

９
月
14
日
に
平
成
30
年
度
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
養
成
講
座
の
修
了
式
が
開
催

さ
れ
、
今
年
度
は
５
名
の
方
が
受
講

を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
師
や
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る

講
習
や
、
国
保
医
療
や
介
護
保
険
に

つ
い
て
担
当
職
員
か
ら
の
講
話
、
そ

れ
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
修
了
生
と
い
っ
し
ょ
に
調
理
実
習

を
行
う
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
32
名
の
方
が
修
了
し
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
し
た
り
町
で

実
施
し
て
い
る
事
業
に
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
学
ん
だ
知
識
を
地

域
の
方
に
広
め
ら
れ
る
よ
う
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

受講を修了された皆さん

東
京
都
目
黒
区
烏
森
住
区

ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た

　

９
月
30
日
に
東
京
都
目
黒
区
で

２
０
１
８
烏
森
住
区
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
三
春
産
野
菜
な
ど
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
８
年
目
の
参
加
と
な
り
ま

す
。
台
風
の
影
響
で
、
屋
内
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
店
と
同
時

に
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
、
午
前

中
で
持
参
し
た
野
菜
等
は
す
べ
て
完

売
し
ま
し
た
。
三
春
町
の
ブ
ー
ス
を

訪
れ
た
方
々
か
ら
は
、
安
く
て
新
鮮

な
野
菜
に
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

野菜を販売する三春町のブースのようす
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10
月
２
日
、
結
婚
50
周
年
を
迎
え
た
夫
婦

を
祝
う
「
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」
伝
達

式
が
割
烹
八
文
字
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
19
組
の
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
、
と
も
に

歩
ん
で
き
た
半
世
紀
の
歳
月
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
代
表
で
、
久
保
博
さ
ん
、
孝
子

さ
ん
ご
夫
妻
に
馬
場
憲
明
福
島
民
報
社
取
締

役
販
売
担
当
よ
り
表
彰
状
が
、
芳
賀
攝
次
さ

ん
、
登
美
さ
ん
ご
夫
妻
に
橋
本
敏
昭
三
春
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
よ
り
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
上
石
直
寿
さ
ん
、

キ
ク
ノ
さ
ん
ご
夫
妻
が
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
、

式
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
松
蔚
流
舞
扇
会
に
よ
る
日
本

舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
式
典
に
華
を
添
え
ま
し

た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
、
夫
婦
仲
良
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

謝辞を述べる上石直寿さん、キクノさんご夫妻

半
世
紀
を
振
り
返
り
「
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」

う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
８

三
春
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
22
日
、
今
回
で
20
回
目
を
迎
え
た
「
う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク

２
０
１
８
三
春
大
会
」
が
三
春
ダ
ム
（
さ
く
ら
湖
）
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。みずウオークを楽しむ参加者の皆さん

　

県
内
外
か
ら
約
１
、３
０
０
名
の
参
加
者
が

大
町
若
連
太
鼓
保
存
会
の
太
鼓
に
見
送
ら
れ
、

滝
の
平
野
外
劇
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
18
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
ま
な
ぶ
ん
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
４
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
三
春
の
里
田
園
生
活
館
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
ダ
ム
湖
に
か
か
る

春
田
大
橋
か
ら
見
渡
す
さ
く
ら
湖
の
雄
大
な

秋
の
水
景
色
や
、
深
い
緑
の
葉
を
ま
と
っ
た

滝
桜
な
ど
、
沿
道
の
美
し
い
風
景
を
眺
め
な

が
ら
、
秋
の
三
春
路
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会
場
の
三
春
の
里
田
園
生

活
館
で
は
、
地
元
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
三
春
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
舌
鼓
を
打
つ
人
々

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
民
図
書
館
と
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
は
、
６
月
か
ら
全
５
回
の

連
続
講
座
「
朗
読
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
岡
町
３
・
11
を
語
る
会
代
表
の
青
木
淑
子
氏
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　

短
歌
や
俳
句
、
古
典
、
小
説
の
名
作
を
声
に
出
し
て
読
ん
だ
り
、
詩
を
歌
の

よ
う
に
声
を
合
わ
せ
て
読
む
「
群
読
」
を
体
験
す
る
な
ど
、
朗
読
の
奥
深
さ
を

学
び
な
が
ら
、
声
に
出
し
て
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
う
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

連
続
講
座
・
朗
読
講
習
会
終
了
し
ま
し
た

講習会のようす１

講習会のようす２

講習会のようす３
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶ 図書館（☎ 62-3375）
　 11 月 3・5・7・12・19・23・26 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　 11 月 5・12・19・24・26 日
▶ 自然観察ステーション（☎ 61-1546）
　 休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館（☎ 62-5263）
　 11 月 5・12・19・26 日
▶ 人形館（☎ 62-7053）
　 11 月 5・12・19・26 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　 11 月 5・12・19・26 日
▶ 児童生活センター（☎ 62-8666）
　 11 月 10・17 日
　 日曜日、祝日
▶ 地域子育て支援センター
　 （☎ 62-0555）（旧中央児童館内）
　 土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　 土・日曜日、祝日

延　長　業　務
▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　11 月 7・14・21・28 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　11 月 4・11・18・25 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　11 月 17 日（土）・18 日（日）
　 午前９時～午後４時

三春交流館運営協会
自主事業を紹介します

　チェロ界屈指のドイツの若き名匠石坂団十郎さんが、
日本人ピアニスト実力派 NO.1 小菅優さんを伴奏者に迎
えて、得意のべートーヴェンを披露します。
　団十郎さんと小菅さんは共にドイツで活躍しており、
ドイツ音楽でも特にベートーヴェンに造詣が深い方々
です。
　今回は、傑作ソナタ第３番をはじめ多彩なベートー
ヴェンの世界をお届けします。

①石坂団十郎 ＆ 小菅優デュオリサイタル

　東京フィルハーモニー交響楽団のコンサートマス
ターを務める三浦章宏を中心に、在京オーケストラで
活躍する気鋭の演奏家たちが「まほらホール」に集結
し、この日限りの「まほらフェスティバルオーケストラ」
を編成します。
◆ 開催日時　平成 31 年 1 月 14 日（月・祝）
◆ 前売り券　全席指定
　　　　　 　一般 5,000 円／高校生以下 2,000 円
※当日券は 500 円増となります。前売りで完売の場合
　は当日券の販売はありません。
チケット好評発売中！

②「まほら」フェスティバルオーケストラ
　ニューイヤーコンサート 2019

三春交流館「まほら」開館 15周年記念事業
愛
め ご

姫
ひ め

生誕 450 年記念事業

問い合わせ先
三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

　三春交流館「まほら」開館 15 周年特別割引として、10 月 14 日「小
山実稚恵ピアノリサイタル」、12 月９日「石坂団十郎＆小菅優デュオリ
サイタル」のチケット（実施後の場合は半券）をお持ちいただくと、1,000
円（高校生以下 500 円）ずつ割引いたします。２枚ともお持ちの方は、
2,000 円（高校生以下 1,000 円）引きとなります。詳細については、お
問い合わせください。

◆ 開催日時　12 月 9 日（日）　午後 3 時開演（午後 2 時 30 分開場）
◆ 前売り券　全席指定　一般 3,000 円／高校生以下 1,000 円
※当日券は 500 円増となります。
　前売りで完売の場合は当日券の販売はありません。
チケット好評発売中！
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M-NAVI 交流館NEWS
◆◆◆ 11 月～ 12月９日のイベント情報 ◆◆◆

23日（金）

３日（土） １日（土）

　

三春磐州市「収穫市」

17日（土）

平成30年度三春小学校学習発表会「はばたけ三春っ子」

平成30年度三春町文化祭

11月
17日（土）

三春交流館
および
文化伝承館

12月

11月

11月10月

11月

三春の街なかでコスプレ撮影ができる
イベントです。

【（株）三春まちづくり公社観光部
☎62-3690】

地元の農産物や商店の特売品など、い
ろいろなお店が出ますので、ぜひお越
しください。

【三春磐州市実行委員会(村上)
☎62-4329】

19日（金）～
11月17日（土）

芸術文化の普及と向上を図ることを目
的に、今年も三春町文化祭を開催しま
す。詳細については、パンフレットをご
覧ください。
【三春交流館「まほら」 ☎62-3837】

平成30年度三春町各種功労者表彰式
町政の進展および産業の振興などで、
三春町に貢献された方々の表彰を行い
ます。

【総務課庶務グループ ☎62-2111】

11時～13時
交流広場

10時～12時
まほらホール
自由席
無料

10時～17時
ホワイエ・交流
広場・その他
1,500円
(事前申込制)

三春街なかコスプレイベント！パート３

鈴木史絵ピアノ教室発表会
13時～16時
まほらホール
自由席
無料

バロックから近現代まで幅広いレパー
トリーで、日頃の練習の成果を披露す
る年に一度の発表会です。

【鈴木史絵 ☎024-931-1988】

９時～12時
まほらホール
自由席
無料

歌あり劇あり踊りあり。これまでに学ん
だ様々なことを、ステージいっぱいに表
現します。三春っ子の輝く姿をぜひご
覧ください。

【三春小学校 ☎62-3101】

2日（日）

ロッキーチャックコンサート2018 in まほら
12月 15時～17時

まほらホール
自由席
1,500円

９日（日）

石坂団十郎＆小菅優デュオリサイタル
12月 15時～

まほらホール／指定席
一般3,000円
高校生以下1,000円
(当日各500円増)

世界各国で活躍するチェリスト石坂団
十郎が、ピアニスト小菅優とともに、オー
ル･ベートーヴェン･プログラムを演奏し
ます。
【三春交流館運営協会 ☎62-3837】

まほらコンサートも今年で15回目。まほらホールも
開館15周年。まほらと共に歩んで来たような…。オ
ジサン達はまだまだ元気です！ロッキーチャックコ
ンサート今年もやります！！【ロッキーチャックコン
サート実行委員会(橋本) ☎62-2832】

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　 掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

趣
味
・
教
養

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

自然観察ステーション 11 月のイベント情報
行事 日時 場所

さくら湖
自然環境
フォーラム

11月９日（金）
13時～15時50分

内容 持参品

フォーラムに参加聴講（自然観察ステ
ーションからの発表もあります） 特になし

参加費

無料三春交流館「まほら」

星を見る会 11月９日（金）
19時～21時 秋の天体を観察します。 特になし 大人200円

子ども100円ステーション天文台

月の観察会 11月15日（木）
18時30分～21時 ステーション天文台 この時期に月面に現れる、Ｘ型の影を

観察します。 寒くない服装 無料

つるクラフト 12月１日（土）
９時30分～12時 ステーション

つるを使ってリース・かごなどを作りま
す。※前の週（11/24）につる採集をし
ます。

あれば剪定ばさみ 大人300円
子ども100円

申込・問い合わせ先　自然観察ステーション　☎ 61-1546

　９月９日、三春交流館「まほら」開館 15 周年記念事業 
音楽のおくりもの わいわいコンサートとアフタヌーンコ
ンサートが開催されました。
　一村誠也（司会・フルート）とアンサンブル・ディヴェ
ルターズ（東京芸術大学の卒業生を中心に結成された６名）
による演奏で、小さい子ども連れのお父さんお母さんが多
く来場し、楽器紹介やイントロクイズなどを交えて、０歳
からご家族みんなで楽しみました。

音楽のおくりもの 家族でたのしむ
ファミリーコンサートを開催しました

コンサートのようす
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈乳幼児健康診査：子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232　保健センター開放日：保健福祉課　☎ 62-5110　FAX62-0202〉

おしゃべりして楽しいひと時を過ごしてみませんか。

保育士さんと一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。

ハピハピＤaｙ
（お茶会）

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし“あのね”

11月9日（金）
10時～12時

11月7日（水）
11時30分～

特になし

就学前のお子さんと
お母さん

内　容

地域
子育て支援
センター

季節の製作を親子でつくり持ち帰ります。たのしいせいさく 11月16日（金）
11時30分～ 特になし

離乳食期のお子さん
と保護者

町の保健師・栄養士から具体的に話を聞けます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

のびのびの日・
離乳食に
ついての相談

11月30日（金）
10時～12時

就学前の11月生まれの
お子さんと保護者

手作りのお誕生カードに“お祝いの言葉”と身長・体重や手形
を押してつくり、大きなケーキを囲んで11月生まれのお友達
をみんなでお祝いします。

お誕生会
11月生まれ
（要予約）

11月22日（木）
11時～
申込期限11月16日（金）

平成30年7月11日
～8月10日生まれ

3歳児 平成27年8月1日
～8月26日生まれ 母子手帳・問診票・「ほっと」・尿・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・「ほっと」・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・「ほっと」・バスタオル

保健センター開放日

平成30年1月1日
～1月31日生まれ 母子手帳・問診票・「ほっと」・バスタオル

平成29年3月1日
～4月30日生まれ

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

11月20日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

11月22日（木）
13時集合
11月21日（水）
13時集合

1歳6か月児

11月20日（火）
9時～12時 特になし

9～10か月児 11月28日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

食改のおやつやさん 11時～

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前 10 時〜午後０時／午後 1 時〜 3 時

11月28日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所
町民図書館乳幼児と保護者、妊婦

図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課・保健福祉課の今月の行事
　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課・保健福祉課の今月の行事をお知らせしま
す。詳しい内容はお問い合わせください。

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
対　象行　事 日　時 場　所 内　容

11月24日（土）
9時30分～
申込期限11月14日（水）

内　容： 「わんぱく水族館でさかなつり！」
 海や池にはどんな生きものがいるかな？おりが
 みで作って、さかなつりをして遊ぼう。
 参加費150円を添えてお申し込みください。
申込先： 児童生活センター

おりがみ教室 小学2年生以上
三春小学校内
わんぱく
クラブ室
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、11 月８日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

『ねーずみ ねーずみ どーこいきゃ？』
こがようこ／構成・文
降矢なな／絵　童心社

『ホモ・デウス 上下巻』
ユヴァル・ノア・ハラリ／著
柴田裕之／訳　河出書房新社

　ねずみやうさぎ、こぐまなど、
動物たちが、どこかへ急いでい
ます…どこに行くのでしょう？
昔から歌い継がれてきた子ども
の歌「わらべうた」の絵本です
ので、ぜひ小さい子に歌いなが
ら読んであげてください。どこ
か懐かしい絵とかわいらしいス
トーリーで、大人も暖かい気持
ちになれる一冊です。

　我々人類は、これからどうなってい
こうとするのかを考える、話題の本で
す。歴史学者である著者は、周りの環
境だけではなく自らをもテクノロジー
で作り変え、神のような存在「ホモ・
デウス」になろうとする、と予測しま
す。AI が発展し、人類の能力を超え
たとき、何が起こるのか？人間とは何
か？歴史学から科学の最先端まで語ら
れ、知的好奇心が刺激されます。

向
日
葵
の
あ
る
台
所
（
秋
川
滝
美
）
／
帝
都
探
偵
大
戦
（
芦
辺
拓
）
／
イ
ン
ド
倶
楽

部
の
謎（
有
栖
川
有
栖
）／
漂
砂
の
塔（
大
沢
在
昌
）／
ア
リ
バ
イ
崩
し
承
り
ま
す（
大

山
誠
一
郎
）
／
サ
ー
ラ
レ
ー
オ
（
新
庄
耕
）
／
青
少
年
の
た
め
の
小
説
入
門
（
久
保

寺
健
彦
）
／
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
夏
の
定
理
（
高
島
雄
哉
）
／
翼
竜
館
の
宝
石
商
人

（
高
野
史
緒
）
／
Ｔ
Ａ
Ｓ
特
別
師
弟
捜
査
員
（
中
山
七
里
）
／
閉
店
屋
五
郎
２ 

廃
墟

ラ
ブ
（
原
宏
一
）
／
ボ
ー
ダ
レ
ス
（
誉
田
哲
也
）
／
猫
は
笑
っ
て
く
れ
な
い
（
向
井

康
介
）
／
悪
童 

小
説
寅
次
郎
の
告
白
（
山
田
洋
次
）
／
国
宝 

上
・
下
（
吉
田
修
一
）

／
文
豪
た
ち
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
（
別
冊
宝
島
編
集
部
編
）
／
金
子
兜
太 

私
が
俳
句
だ

（
金
子
兜
太
）
／
牧
水
の
恋
（
俵
万
智
）
／
こ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
忘

れ
て
る 

パ
プ
ワ
ー
ス
１
６
、１
９
２
４
年（
Ｊ
．
Ｄ
．
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー 

金
原
瑞
人
訳
）

／
ル
ー
ム
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
（
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
サ
ン
ド
レ
ル 

高
橋
啓
訳
）

︻
児
童
書 

︼

︻
一
般
書 

︼
『ホモ・デウス 上下巻』

︻
一
般
書

︻
一
般
書

︻
一
般
書
︼︼ 読

み
物
・
文
芸

︻
児
童
書

︻
児
童
書

︻
児
童
書
︼︼

児
童
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
31
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
す
る
ク
ラ
ブ
／
定
員

① 

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
／
70
名

② 

岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
／
60
名

③ 

御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
／
30
名

▼ 

対
象

　

保
護
者
が
就
労
等
で
昼
間
家
庭

に
い
な
い
な
ど
、
子
ど
も
の
養
育

が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童
で
小
学

１
年
生
～
６
年
生

▼ 

募
集
期
間

▽ 

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
御
木
沢
児

　
童
ク
ラ
ブ
・
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ

 　

11
月
26
日
（
月
）
ま
で

※ 

新
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
10
月

　

に
各
小
学
校
で
行
わ
れ
た
就
学

　

児
健
康
診
断
の
時
に
、
募
集
要

　

領
と
申
請
書
類
を
配
布
し
て
い

　

ま
す
。

※ 

既
入
所
者
に
つ
い
て
は
、
各
児

　

童
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
、
募
集
要

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」
開

催
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。

　

お
茶
（
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
）
を

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気

持
ち
で
、
助
産
師
や
保
健
師
に
相

談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育
て
を
し

て
い
る
方
と
お
話
が
で
き
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時

 　
11
月
８
日
（
木
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
０
時

▼ 

場
所

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

１
階 

ホ
ー
ル

▼ 

内
容

▽ 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

▽ 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　

 

相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　

 

つ
い
て
の
相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ
ン

　

 

ポ
イ
ン
ト
（
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊

　

 

び
の
紹
介
）

▼ 

対
象　
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　
　

 

産
後
１
年
未
満
の
マ
マ

▼ 

持
参
物　
母
子
手
帳
、タ
オ
ル
、

　

粉
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
な
ど
の
赤

　

ち
ゃ
ん
に
必
要
な
物

☆ 

参
加
は
無
料
で
す
。

☆ 

参
加
す
る
場
合
は
、
11
月
６
日

　
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

☆ 

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
が
一
緒
の
場

　

合
は
申
込
み
時
に
名
前
や
年
齢

　

な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

　

領
と
申
請
書
類
を
配
布
し
て
い

　

ま
す
。

※ 

募
集
要
領
と
申
請
書
類
は
、
児

　

童
生
活
セ
ン
タ
ー
（
三
春
小
学

　

校
西
校
舎
）、
岩
江
児
童
ク
ラ

　

ブ
（
岩
江
セ
ン
タ
ー
内
）、
御

　

木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
（
御
木
沢
小

　

体
育
館
内
）
に
用
意
し
て
あ
り

　

ま
す
。

▼ 

申
込
先

　

各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
児
童
生

活
セ
ン
タ
ー
（
三
春
小
学
校
西
校

舎
）
に
申
請
書
類
一
式
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
～
金
曜

日
）

▼ 

入
所
の
決
定

　

申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
平

成
31
年
２
月
末
日
ま
で
に
そ
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

定
員
を
大
き
く
超
え
る
申
込
み

が
あ
っ
た
場
合
、
入
所
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 
申
込
・
問

▽ 
児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
・

　

 
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　

 　
　

☎
62-

８
６
６
６

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-
８
６
６
９

▽ 

岩
江
児
童
ク
ラ
ブ

　

 

☎
０
２
４-

９
４
２-
０
０
９
２

▽ 

御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ

　

 

☎
62-

７
７
７
０

７
７
７
０

子
ど
も
・
親
子
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臨
床
心
理
士
の
子
育
て
相
談

日
の
お
知
ら
せ

　

臨
床
心
理
士
の
久
保
木
優
紀
先

生
が
、
町
立
の
保
育
所
・
幼
稚
園

を
訪
問
す
る
ほ
か
、
子
育
て
の
こ

と
、
子
ど
も
の
発
達
の
こ
と
な
ど

の
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
子
育
て
支
援
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
（
予
約
制
）

　

 

11
月
８
日
（
木
）、
29
日
（
木
）

　

 

午
前
９
時
10
分
～
10
時
10
分

　

 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

育
児
サ
ー
ク
ル
の
紹
介

　

三
春
町
で
は
３
つ
の
育
児
サ
ー

ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

未
就
園
児
（
０
～
３
歳
く
ら
い
）

の
親
子
を
中
心
に
、
季
節
に
あ
っ

た
行
事
や
親
子
体
操
、
人
形
劇

鑑
賞
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
遊
び
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 今月の実施日

11月21日（水）

11月2日（金）

11月8日（木）

岩江子育てサロン
わいわい広場

時間名称 活動日 場所

無料

10時

12時

たんぽぽクラブ

八島台
ちびっこサークル

おやつ代
1家族100円

岩江センター

子育て支援
センター

八島台集会所

活動内容 費用

リトミック

子育て講座

リトミック

無料〜

　

各
サ
ー
ク
ル
と
も
随
時
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
行

事
な
ど
単
発
の
参
加
も
歓
迎
し
て

い
ま
す
。）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
お

住
ま
い
の
地
区
関
係
な
く
参
加
で

き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　
 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
 　

　

☎
62-

０
０
５
５

　
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

平
成
30
年
度
「
妊
産
婦
に
関

す
る
調
査
」
に
つ
い
て

　

福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
、
福

島
県
の
委
託
を
受
け
、
県
民
健
康

調
査
の
一
環
と
し
て
「
妊
産
婦
に

関
す
る
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

妊
産
婦
の
皆
さ
ま
の
こ
こ
ろ
や

身
体
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
不

安
の
軽
減
や
必
要
な
ケ
ア
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
福
島
県

内
の
産
科
・
周
産
期
医
療
の
充
実

へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼ 
時
期

　

 
平
成
30
年
11
月
頃

▼ 

対
象
者

講
演
会
「
発
達
障
害
の
正
し

い
理
解
と
上
手
な
つ
き
あ
い

方
～
生
き
に
く
さ
を
感
じ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
、
大
人
た

ち
へ
～
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

発
達
障
害
と
は
、
脳
の
発
達
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
に
よ
っ
て
、
日

常
生
活
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る

状
態
の
こ
と
で
す
。
特
定
の
こ
と

に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
一

方
、
あ
る
分
野
が
極
端
に
苦
手
と

い
っ
た
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

得
意
な
こ
と
と
苦
手
な
こ
と
の

差
、
い
わ
ゆ
る
凸
凹
は
誰
に
で
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
差
が
非
常
に

大
き
く
、
こ
う
し
た
特
徴
は
見
た

目
で
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、「
本

人
の
努
力
が
足
り
な
い
」
と
思
わ

れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

発
達
障
害
は
、
そ
の
特
徴
を
本

人
や
家
族
・
周
囲
の
人
が
よ
く
理

解
し
、
そ
の
人
に
合
っ
た
や
り
方

で
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
で
の
過

ご
し
方
が
工
夫
で
き
れ
ば
、
本
来

持
っ
て
い
る
力
が
し
っ
か
り
生
か

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
大
人
の
発
達
障
害
、

児
童
精
神
医
学
分
野
の
第
一
人
者

で
あ
り
、
発
達
障
害
、
が
ん
関
連

の
著
書
を
多
数
出
版
し
て
い
る
星

野
先
生
を
お
招
き
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

講
師

 　

福
島
学
院
大
福
祉
学
部
学
教
授

 　

医
学
博
士

　

 

星ほ
し

野の

仁よ
し

彦ひ
こ

（
心
療
内
科
医
）
先
生

▼ 

参
加
方
法

☆ 

事
前
申
込
制（
先
着
１
９
０
名
）

▽ 

日
時

 　

12
月
２
日
（
日
）

 　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽ 

場
所

　

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー 

交

流
棟 

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島 

ホ
ー
ル

▽ 

そ
の
他

　

託
児
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
込

み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

① 

平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

　

30
年
７
月
31
日
に
福
島
県
内
の

　

市
町
村
か
ら
母
子
健
康
手
帳
を

　

交
付
さ
れ
た
方
（
福
島
県
各
市

　

町
村
の
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

資
料
に
基
づ
い
て
調
査
票
を
お

　

送
り
し
ま
す
。）

② 

右
記
期
間
に
福
島
県
外
で
母
子

　

健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、

　

福
島
県
で
里
帰
り
出
産
さ
れ
た

　

方
（
県
内
産
科
医
療
機
関
を
通

　

じ
調
査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

　

て
い
ま
す
。）

　

な
お
、
過
去
の
調
査
結
果
は
、

福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線
医

学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
妊
産
婦
に
関
す

る
調
査
」(http://fukushim

a-
m

im
am

o
ri.jp

/p
reg

n
an

t-
survey/)

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

福
島
県
立
医
科
大
学 

放
射
線
医

学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

☎
０
２
４-

５
４
９-

５
１
８
０

　

 （
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
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11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）

日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
！

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お

一
人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢

期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し

て
い
た
だ
く
日
」
と
し
て
、11
（
い

い
）
月
30
（
み
ら
い
）
日
を
「
年

金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」や「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年
金
の
受

給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

郡
山
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▽ 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
・
ね
ん
き
ん

　
定
期
便
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

子
ど
も
・
親
子

健　

康

年　

金

11
月
15
日
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
総
合
集
団
け
ん
し
ん
を
実

施
し
ま
す

　

今
年
度
最
後
の
集
団
健
診
を
実

施
し
ま
す
。
予
約
な
し
で
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け

て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

受
診
録
や
容
器
が
必
要
な
方
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

　

 

11
月
15
日
（
木
）

　

 

午
前
７
時
30
分
～
９
時
受
付

▼ 

場
所

 　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

受
け
ら
れ
る
け
ん
し
ん
の
種
類

　

特
定
健
診
（
国
保
、
社
保
被
扶

養
者
）、一
般
健
診
（
後
期
高
齢
者
、

39
歳
以
下
）、
肺
が
ん
検
診
、
大

腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
胃
が
ん
リ

ス
ク
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診

※ 

加
入
保
険
や
年
齢
等
に
よ
り
受

　

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

持
参
物

　

総
合
健
診
受
診
録
、
特
定
健
診
受

診
券
、
保
険
証
、
尿
ス
ポ
イ
ト
、
大

腸
が
ん
検
査
容
器
、
自
己
負
担
金
な

ど
（
受
診
項
目
に
よ
り
異
な
る
）

▼ 

注
意

　

今
年
度
受
診
済
み
の
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

12
月
ま
で
特
定
健
診
・
が
ん

検
診
施
設
け
ん
し
ん
を
実
施

し
て
い
ま
す

　

12
月
末
ま
で
町
内
外
の
病
院
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
土
曜
日
も
実

施
し
て
い
る
病
院
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
事
前
に

ご
予
約
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

▼ 

特
定
健
診

▽ 

対
象
者

・
40
歳
以
上
75
歳
未
満
で
国
民
健

　

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

・
集
団
特
定
健
診
を
受
け
て
い
な

　

い
方

▽ 

受
診
に
必
要
な
も
の

　
「
総
合
健
（
検
）
診
受
診
録
」、「
特

定
健
診
受
診
券
（
５
月
末
郵
送
）」、

「
保
険
証
」

▼ 

肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん

　

検
診
（
内
視
鏡
）、
胃
が
ん
リ

　
ス
ク
検
診

▽ 

対
象
者

・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
は
40
歳

　

以
上
の
方
、
胃
が
ん
検
診
は
50
歳

　

以
上
偶
数
年
齢
の
方
、
胃
が
ん
リ

　

ス
ク
検
診
は
20
～
79
歳
の
方

・
集
団
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な

　

い
方

▽ 

受
診
に
必
要
な
も
の

　
「
総
合
健
（
検
）
診
受
診
録
」
ま

た
は
「
が
ん
検
診
受
診
券
」・「
胃

が
ん
リ
ス
ク
検
診
受
診
券
」、「
保

険
証
」

▼ 

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

▽ 

対
象
者

・
乳
が
ん
健
診

　

40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
方

・
子
宮
が
ん
検
診

　

20
歳
以
上
偶
数
年
齢
の
方

・
昨
年
未
受
診
の
方

・
集
団
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な

　

い
方

▽ 

受
診
に
必
要
な
も
の

　
「
が
ん
検
診
受
診
券
」、「
保
険

証
」

▼ 

問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

５
１
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
に
つ

い
て

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、
現
在
、
法
定
の
予
防
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
25
年
６

月
か
ら
、
積
極
的
に
お
勧
め
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
お
よ
び
安

全
性
等
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
た

上
で
、
予
防
接
種
を
希
望
す
る
場

合
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
保
健
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 子宮頸がん予防ワクチン対象者
ワクチン名 対象者

子宮頸がんワクチン
（２価）
子宮頸がんワクチン
（４価）

小学６年から
高校１年相当の

女子

望ましい時期

３回
中学１年生の
期間

回数

３回

▼ 

問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

５
１
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

お
よ
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
30
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や

お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１

日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。（
９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬

に
か
け
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
一
部
の
方
は
、
11
月
中
旬
頃

送
ら
れ
る
予
定
で
す
。）

　

ま
た
、
平
成
30
年
10
月
２
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強

い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険

料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ

ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問
▽ 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 （
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▽ 

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

国
民
年
金
加
入
者
向
け

　

 （
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

 

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

※ 

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

　

 

☎
（
東
京
）
03-

６
６
３
０-

２
５
２
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

◎ 

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
入
会
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

　
　
　
　

 （
１
時
間
程
度
）

▼ 

場
所

　

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼ 

入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま

す
。

　

な
お
、
日
程
が
合
わ
な
い
方
で

も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　

 

扱
う
仕
事
（
例
）

　

屋
内
外
の
清
掃
、
除
草
、
農
作

業
、
墓
地
清
掃
、
空
き
家
の
見
回

り
、
植
木
の
剪
定
、
障
子
の
張
替
、

手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木
工
品
、

手
芸
品
）
の
制
作
と
販
売

▼ 

問

　

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 （
三
春
町
字
南
町
21-

１
）

　

 

☎
62-

７
３
０
８

平
成
30
年
度
「
介
護
就
職
デ

イ
」
福
祉
関
係
合
同
面
接
会

（
郡
山
会
場
）

　

仕
事
を
お
探
し
の
皆
さ
ん
と
企

業
の
採
用
担
当
者
が
一
堂
に
会

し
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
直
接
対
話
で
き
る
機
会
で
す
。

　

福
祉
関
係
へ
の
就
職
を
希
望
し

て
い
る
皆
さ
ん
（
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
を
含
む
）、
合
同
面
接
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

 　

11
月
14
日
（
水
）

 　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼ 

会
場

 　
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

 　

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
Ｂ

　

 （
郡
山
市
南
２-

52
）

▼ 
対
象

　

福
祉
関
係
へ
の
就
職
を
希
望
し

て
い
る
求
職
者
（
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
を
含
む
）

▼ 

参
加
企
業　
約
30
社
（
予
定
）

▼ 

主
催　
福
島
労
働
局
、
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
郡
山

▼ 

問

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

 【
人
材
確
保
対
策
コ
ー
ナ
ー
】

　

 （
郡
山
市
方
八
町
２-

１-

26
）

　

 

☎
０
２
４-

９
４
２-

８
６
０
９

　

 

部
門
コ
ー
ド
41
＃

狩
猟
期
間
に
伴
う
事
故
防
止

に
つ
い
て

　

11
月
15
日
か
ら
翌
年
２
月
15
日

ま
で
（
イ
ノ
シ
シ
に
限
り
３
月
15

日
ま
で
）、狩
猟
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
猟
銃
に
よ
る
狩

猟
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
野

山
へ
出
か
け
る
際
は
、
目
立
つ
服

装
を
心
が
け
る
な
ど
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
者
の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
法
令
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、

安
全
な
狩
猟
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問

 　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

農
作
業
中
の
死
亡
事
故
が
連

続
発
生

　

実
り
の
秋
を
迎
え
、
本
格
的
な

農
繁
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

福
島
県
内
で
10
月
に
２
件
の
農
作

業
中
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
毎
年
こ
の
時
期
は
ト
ラ
ク

タ
ー
等
に
よ
る
重
大
事
故
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
家
族
や
地
域
で

声
を
掛
け
合
い
、
農
作
業
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問

 　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０
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水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

◎ 

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
11
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

戊
辰
戦
争
の
展
示
を
開
催

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
秋
季

企
画
展
「
戊
辰
・
明
治
１
５
０
年 

三
春
藩
の
選
択
」
を
開
催
中
で
す
。

　

三
春
は
一
般
的
に
、
奥
羽
越
列

藩
同
盟
を
裏
切
っ
た
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
小
藩
で

同
盟
に
対
抗
で
き
ず
、
や
む
を
得

ず
同
盟
に
加
え
ら
れ
た
の
が
実
際

で
す
。

　

こ
の
展
示
で
は
、
三
春
藩
が
破

綻
寸
前
の
財
政
状
況
の
中
で
、
親

戚
や
知
り
合
い
の
大
名
や
幕
臣
と

の
関
係
を
活
用
し
て
情
報
を
収
集

し
、
無
血
開
城
を
迎
え
る
過
程
を
、

当
時
の
古
文
書
等
か
ら
解
説
し
ま

す
。

　

周
囲
の
大
藩
と
は
異
な
る
小
藩

な
ら
で
は
事
情
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼ 

期
間

 　

12
月
２
日
（
日
）
ま
で

▼ 

時
間

 　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

 （
入
館
は
４
時
ま
で
）

▼ 

料
金

▽ 

一
般
・
大
学
生　
３
０
０
円

▽ 

小
中
高
校
生
等　
１
５
０
円

▼ 

展
示
解
説

 　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　

 

午
後
２
時
～

※ 

申
込
み
不
要
、
入
館
料
が
必
要

　

で
す
。

▼ 

町
内
戊
辰
戦
争
関
連
史
跡
散
策

 　
11
月
17
日
（
土
）　

午
前
10
時

 　

役
場
東
側
駐
車
場
集
合

※ 

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

参
加
費
無
料
。

▼ 

申
込
・
問

 　
歴
史
民
俗
資
料
館

　

 　
　

☎
62-

５
２
６
３

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
９
５
３

浄
化
槽
法
定
検
査
の
受
検
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す

　

浄
化
槽
管
理
者
（
浄
化
槽
の
所

有
者
等
）
は
、
浄
化
槽
の
施
工
と

維
持
管
理
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て

い
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
県
知

事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
の
検
査

（
法
定
検
査
）
を
年
１
回
受
け
る

よ
う
浄
化
槽
法
で
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
、
法
定
検
査
を
受
検
さ
れ

て
い
な
い
方
へ
、
11
月
か
ら
法
定

検
査
申
込
の
ご
案
内
を
順
次
送
付

し
ま
す
。

◎ 

法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
方
は
、
浄

化
槽
法
第
７
条
・
第
11
条
に
よ
り

法
定
検
査
を
受
検
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

▼ 

７
条
検
査

　

使
用
開
始
後
３
か
月
を
経
過
し

た
日
か
ら
５
か
月
の
間
に
１
回
受

け
る
検
査

▽ 

新
た
に
設
置
し
た
浄
化
槽
が
対
象

▽ 

設
置
状
況
の
確
認

▽ 

浄
化
槽
の
機
能
状
況
の
確
認

▼ 

11
条
検
査

　

毎
年
１
回
受
け
る
検
査
（
定
期

検
査
）

▽ 

設
置
さ
れ
た
全
て
の
浄
化
槽
が

　

対
象

▽ 

清
掃
お
よ
び
保
守
点
検
が
適
正

　

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
確
認

▽ 

浄
化
槽
の
機
能
状
況
の
確
認

▼ 

問

 　
企
業
局 

下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
５
０
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

２
６
６
６

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。

　

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

◎ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
込

み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ご

指
定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

水
道
料
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　

各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融
機

関
届
出
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
取
扱
金
融
機
関
︼

　

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

大
東
銀
行
、
福
島
銀
行
、
郡
山
信

用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各
本
支

店
、
郵
便
局

▼ 

問

 　
企
業
局

　

 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
５
０
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

２
６
６
６

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

の
実
施

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
電

話
相
談
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び

法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外

の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

に
お
い
て
も
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼ 

期
間

 　

11
月
12
日
（
月
）
～
18
日
（
日
）

▼ 

時
間

　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※ 

た
だ
し
、
11
月
17
日
（
土
）
と

　

18
日
（
日
）
は
午
前
10
時
～
午

　

後
５
時

▼ 

電
話
番
号

　

 

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

　

 （
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼ 

問

　

 

福
島
地
方
法
務
局

　

 

人
権
擁
護
課

　

 

☎
０
２
４-

５
３
４-

１
９
９
４

年　

金

仕　

事

農　

業

暮
ら
し
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秋
の
火
災
予
防
運
動

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
こ
と
に
取
り
組
み
、
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▽ 

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

▽ 

コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必

　

ず
火
を
消
す
。

▽ 

暖
房
器
具
は
、
点
検
・
清
掃
を

　

し
て
か
ら
使
う
。

▽ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り
付

　

け
る
。

◎ 

平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

　

火
災
や
救
急
の
と
き
に
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
落
ち
着
い
て

１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

通
報
は
、
あ
わ
て
ず
、
ゆ
っ
く

　

り
、
は
っ
き
り
と
。

▽ 

住
所
や
、
目
標
と
な
る
建
物
の

　

名
称
を
正
確
に
伝
え
る
。

▽ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話

　

で
通
報
し
た
と
き
に
は
、
電
源

　

を
切
ら
ず
に
待
つ
。

　
﹃
忘
れ
て
な
い
？ 

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に
火
の
確
認
﹄

▼ 

問

　

 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 

消
防
本
部 

予
防
課

　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
２

▼ 

問

　

 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 

消
防
本
部 

通
信
指
令
課

　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

２
４
０
０

第
７
回
飼
い
犬
の
し
つ
け
方

教
室
開
催

◎ 

学
科
講
習

▼ 

日
時

 　
11
月
８
日
（
木
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
０
時

▼ 

実
施
場
所

　

 

本
宮
市
総
合
体
育
館

　

 （
本
宮
市
高
木
字
黒
作
１
）

▽ 

学
科
講
習
は
、
飼
い
主
の
み
の

　

参
加
で
す
。
飼
い
犬
は
連
れ
て

　

こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎ 

実
技
講
習

▼ 

日
時

　

 

11
月
15
日
（
木
）

　
 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時

▼ 
実
施
場
所

　

 
本
宮
市
総
合
体
育
館

　

 （
本
宮
市
高
木
字
黒
作
１
）

▽ 

実
技
講
習
は
、
飼
い
犬
同
伴
で

　

の
参
加
で
す
。

▽ 

学
科
講
習
を
受
講
し
て
お
り
、

　

登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射

　

を
実
施
し
て
い
る
犬
の
み
対
象

　

で
す
。

※ 

注
意
事
項

▽ 

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
犬
の

　

登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射

　

を
実
施
し
て
い
な
い
犬
の
参
加

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

感
染
症
予
防
の
た
め
、
混
合
ワ

　

ク
チ
ン
未
接
種
の
飼
い
犬
は
参

　

加
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

参
加
料
は
無
料
で
す
。
定
員
に

　

な
り
次
第
申
込
み
を
締
め
切
ら

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

役
場
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

 （
上
舞
木
字
向
田
17
）

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
５
３-

６
４
０
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

９
５
３-

６
４
０
８

「
三
春
ダ
ム
20
周
年
記
念

さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
８
」
開
催

　
「
三
春
ダ
ム
20
周
年
記
念 

さ

く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
８
」
が
、
三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」
を
会
場
に
２
日
間
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

１
日
目
は
、
地
元
研
究
者
や
小
学

校
の
児
童
に
よ
る
、
さ
く
ら
湖
と
周

辺
の
自
然
環
境
に
関
す
る
研
究
報

告
・
発
表
と
、
国
立
環
境
研
究
所
の

五
箇
公
一
主
任
研
究
員
の
、「
生
物

多
様
性
と
は
な
に
か
？

な
ぜ
守
る
の
か
？
」
と

題
す
る
記
念
講
演
が
あ

り
ま
す
。

　

五
箇
氏
は
、
外
来
生

物
や
害
虫
に
関
す
る
ご

研
究
か
ら
、
著
書
も
出

版
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
そ

の
他
の
テ
レ
ビ
番
組
に

も
出
演
、
ヒ
ア
リ
や
外

来
生
物
へ
の
、
幅
広
い

知
識
か
ら
の
解
説
や
コ
メ
ン
ト
に
注

目
の
集
ま
っ
て
い
る
方
で
す
。

　

ま
た
、
２
日
目
に
は
応
用
生
態
工

学
会
仙
台
に
よ
る
東
北
地
域
研
究
発

表
会
を
誘
致
・
共
催
し
、
ダ
ム
や
河

川
等
の
生
態
系
・
水
質
等
に
関
す
る

研
究
発
表
会
と
、「
さ
く
ら
湖
が
で

き
て
20
年
で
わ
か
っ
た
こ
と
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
、
三
春
ダ
ム
に
焦
点

を
置
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、「
さ
く
ら
湖
自
然

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
」が
、

一
般
社
団
法
人
東
北
地
域
づ
く
り
協

会「
み
ち
の
く
国
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
支
援
に
よ
り
、
同
協
会
と
の
共
催

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時

▽ 

１
日
目　
11
月
９
日
（
金
）

　

 

午
後
１
時
～
３
時
50
分

▽ 

２
日
目　
11
月
10
日
（
土
）

　

 

午
前
11
時
～
午
後
４
時
30
分

▼ 

会
場　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

※ 

入
場
無
料
、
事
前
申
込
み
は
い

　

り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
聴
講

　

い
た
だ
け
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

 　
さ
く
ら
湖
自
然
環
境

　

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

　

 （
三
春
交
流
館
内
）

　

 　
　

☎
62-

３
８
３
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７
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平
成
31
年
三
春
町
成
人
式

平
成
31
年
三
春
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

　

※
成
人
の
日
の
前
日

　
【
受
付
】
午
後
０
時
30
分

　
【
式
典
】
午
後
１
時
30
分

▼
場
所

　

三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

▼
該
当
者

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
町
内
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

※
町
内
に
住
民
登
録
（
平
成
30
年

　

９
月
１
日
現
在
）
さ
れ
て
い
る

　

方
に
は
、
11
月
初
旬
よ
り
順
次

　

案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
が
、
住

　

民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で

　

三
春
町
の
成
人
式
に
出
席
を
希

　

望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

３
８
３
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格
所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。
敷
金
は
、

家
賃
の
３
か
月
分
で
す
。
入
居
の
際
は
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
の
、
駐
車
場
使
用
料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
入
居
資
格

①
同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③
世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

　

▽
公
営
住
宅

　
（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下

　
（
イ
）
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

　
　
　
　
　
　
　

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

④
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い

　

こ
と
。

▼
注
意
事
項

①
住
宅
等
を
所
有
し
て
い
る
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

②
離
婚
が
成
立
し
て
い
な
い
配
偶
者
と
別
居
し
て
の
申
込
み
は
原
則
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

③
単
身
赴
任
に
よ
る
別
居
は
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
た
め
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
間　
11
月
12
日
（
月
）
～
19
日
（
月
）（
土
日
を
除
く
）

※
期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た
住
戸
に
つ
い
て
は
、
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な
書
類
を

添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
に
よ
る
申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
選
考
方
法

入
居
の
申
込
み
を
受
理
し
た
件
数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
町
営

住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▼
入
居
予
定
時
期　
平
成
31
年
1
月
上
旬

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

駅南ヶ丘団地
（中耐4階建・S55年）

所在地：八島台五丁目１-３
家賃：14,500円～28,600円

3DK 無
2戸

（2階・211,217号室）

かつぎばし団地
（中耐４階建・S63年）

団地名／構造・建築年

所在地：平沢字担橋91-5
家賃：18,900円～37,000円

所在地・家賃

3LDK

募集戸数

有（1台）

間取 駐車場

1戸
（北棟210号室）

※ 駐車場使用料は1か月2,000円です。

▼ 公営住宅

▼
申
込
・
問　
建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ　

☎
62-

２
１
１
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

暮
ら
し

募　

集

31



12
月
１
日
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

◎
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
ン
期
間
：
11
月
16
日
（
金
）
～

　
12
月
２
日
（
日
）

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
と
は
、
エ
イ

ズ
の
予
防
と
患
者
・
感
染
者
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
１
９
８
８
年
に
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
国
際
記
念
日
で
す
。

現
在
で
は
医
療
が
飛
躍
的
に
進

歩
し
、
多
く
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
が

病
気
を
持
ち
な
が
ら
も
働
き
、
学

び
、
生
活
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
差
別
や
偏
見

を
解
消
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
が
社

会
の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
な
課
題

で
す
。

◎
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
違
い
と
は
？

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ　
ウ
イ
ル
ス
の
ひ
と
つ
。

　

ヒ
ト
の
体
内
に
入
る
と
、
身
体

　

を
守
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
破
壊

　

し
ま
す
。

▼
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す

　

る
こ
と
に
よ
り
、
免
疫
力
が
低

　

下
し
て
起
こ
る
病
気
の
総
称
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
か
ら
発
症

　

ま
で
数
年
か
か
る
と
さ
れ
て
い

　

ま
す
（
※
個
人
差
あ
り
）。

◎
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
生
状
況

日
本
の
２
０
１
７
年
の
年
間

報
告
件
数
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

数
９
７
６
件
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
数

４
１
３
件
で
し
た
。
こ
れ
は
、
過

去
11
位
の
報
告
数
で
あ
り
、
統
計

を
開
始
し
た
１
９
８
５
年
か
ら

２
０
１
７
年
ま
で
の
累
計
報
告
件

数
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
患
者
合
わ
せ
て
２
７
、０
０
０

件
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
県
内
の
２
０
１
７

年
の
報
告
件
数
は
12
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
感
染
経
路

感
染
経
路
は
性
的
接
触
に
よ
る

も
の
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
患
者
と
も
に
全
体
の
約
80

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

感
染
予
防
の
た
め
、
性
的
接
触

時
に
は
「
い
つ
で
も
、
必
ず
、
正

し
く
」
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
検
査

医
療
機
関
、
保
健
所
で
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
健

所
で
は
「
匿
名
・
無
料
」
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
の
有
無
を
検
査
し
、
早
期
に
治

療
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
保
健
所
）
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

予
約
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
４
８-

75-

４
３
３
８

　
（
受
付
時
間
：
平
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

平
成
30
年
度
自
衛
官
等
募
集

案
内次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 平成 30 年度自衛官等募集案内
募集種目 受付期間（締切日必着） 試験期日応募資格

陸上自衛隊
高等工科学校

生徒

男子で中卒（見込含）17歳未満の成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な
実績を修め、学校長が推薦できる方
男子で中卒（見込含）17歳未満の方

推薦

一般

自衛官候補生 男子
女子

18歳以上33歳未満の方

11月１日（木）～30日（金）

11月１日（木）～31年１月７日（月）

年間を通して受付しています 受付時にお知らせいたします

31年１月５日（土）～７日（月）
※いずれか１日を指定されます。

【１次】31年１月19日（土）

▼
問

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

郡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４-

９
３
２-

１
４
２
４

新
規
認
定
農
業
者
・
新
規

就
農
者
を
認
定
し
ま
し
た

こ
の
度
、
宗
像
稔
さ
ん
（
柴

原
）
が
、
新
た
に
認
定
農
業
者

に
、
岸
本
和
樹
さ
ん
（
斎
藤
）

が
認
定
新
規
就
農
者
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
農
業
者
や
認
定
新
規
就

農
者
と
は
、
三
春
町
農
業
経
営

基
本
構
想
で
示
し
た
農
業
経
営

を
目
指
す
農
業
者
が
、
５
年
先

を
見
据
え
て
農
業
経
営
改
善
計

画
書
等
を
作
成
し
、
町
で
認
定

し
た
方
の
こ
と
で
す
。
認
定
後

は
各
農
業
関
係
機
関
や
農
業
委

員
会
が
と
も
に
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

農
業
認
定
者
の
宗
像
さ
ん
に

は
地
域
農
業
の
中
心
的
担
い
手

と
し
て
、
認
定
新
規
就
農
者
の

岸
本
さ
ん
に
は
町
の
農
業
者
の

一
員
と
し
て
今
後
の
ご
活
躍
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問

　

産
業
課
農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
１
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

-

２
１
１
２

-

３
３
０
０

広　
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県
中
地
方
振
興
局
で
の
無
料

法
律
相
談

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契
約

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
法
律
の

専
門
家
に
よ
る
相
談
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼
相
談
日
時　
11
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

　
（
弁
護
士
・
一
人
あ
た
り
30
分
）

▼
会
場

　

郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　

２
階
第
４
会
議
室

　
（
郡
山
市
麓
山
１-

１-

１
）

▼
相
談
方
法

　

来
所
お
よ
び
電
話
相
談

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
相

　

談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
先
・
問

　

県
中
地
方
振
興
局

　

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
９
５

お
詫
び
と
訂
正

広
報
み
は
る
10
月
号
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
、
次
の
と
お
り
訂
正
い
た

し
ま
す
。

●
自
衛
消
防
操
法
大
会

　
（
28
ペ
ー
ジ
）

▼
誤　
町
内
か
ら
は
、
７
事
業

　

所
が
参
加

▼
正　
町
内
か
ら
は
、
８
事
業

　

所
が
参
加

　

社
会
福
祉
法
人
ほ
ほ
え
み
福

祉
会
ほ
ほ
え
み
の
里
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

三
春
町
商
工
会
女
性
部
か
ら

の
「
古
着
回
収
事
業
実
施
」

の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
商
工
会
女
性
部
が
古
着

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
一
環
と
し
て

「
三
春
秋
ま
つ
り
」
会
場
商
工
会

女
性
部
ブ
ー
ス
に
て
古
着
の
回
収

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

皆
様
の
家
庭
で
不
要
と
な
り
ま

し
た
古
着
を
社
会
の
た
め
に
再
び

様
々
な
役
に
た
て
ま
し
ょ
う
。
開

催
日
時
お
よ
び
注
意
事
項
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
回
収
日
時

　

11
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

　
（
秋
ま
つ
り
期
間
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
回
収
場
所

　

三
春
秋
ま
つ
り
会
場

　
（
三
春
町
運
動
公
園
駐
車
場
）

▼
注
意
点

①
古
着
は
洗
濯
済
み
の
状
態
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

②
次
の
様
な
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

　

い
物
の
混
入
を
避
け
て
く
だ
さ

　

い
。

○
布
団
・
枕
・
ぬ
い
ぐ
る
み
・
カ
ー

　

ペ
ッ
ト
・
靴
・
パ
ン
ツ
類
・
ナ

　

イ
ロ
ン
ビ
ニ
ー
ル
素
材
の
も
の

　

・
汚
れ
破
れ
が
ひ
ど
い
中
綿
の

　

入
っ
た
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
素
材
の

　

も
の
・
汚
れ
の
ひ
ど
い
シ
ー
ツ

　

や
毛
布
等

▼
問

　

三
春
町
商
工
会
女
性
部

　

☎
62-

３
５
２
３

み
ん
な
の
掲
示
板

広　
告　
欄

健
康
講
座
の
ご
案
内

▼
日
時

　

11
月
６
日
（
火
）、
16
日
（
金
）、

20
日
（
火
）、
30
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時

▽
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
運

　

動
（
30
分
程
度
）

▽
専
門
家
（
薬
剤
師
、
接
骨
院
の

　

先
生
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ

　

ラ
ー
）
に
よ
る
お
話
、
相
談
会

　

な
ど
健
康
と
体
重
管
理
、
認
知

　

症
予
防
、
美
容
、
漢
方
な
ど
を

　

楽
し
く
実
践
！

▼
場
所

　

カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

▼
参
加
費

　

５
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

▼
申
込
・
問

　

カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

　

☎
61-

６
７
５
７

第
２
回
街
な
か
観
光
案
内
を

開
催
し
ま
す

三
春
町
ガ
イ
ド
の
会
で
案
内
を

行
い
な
が
ら
街
な
か
を
巡
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
町
で
も
、
新
た
な
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
で
楽
し
み
な
が
ら
町
の
魅
力

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
実
施
日
時

　

11
月
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
50
分
集
合

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時

▼
集
合
場
所　
三
春
町
役
場
駐
車
場

▼
案
内
箇
所　
田
村
大
元
神
社
、

　

天
沢
寺
、
州
伝
寺
、
真
照
寺
な
ど

▼
参
加
料　
無
料（
事
前
申
込
要
）

▼
申
込
期
間

　

 

11
月
６
日
（
火
）
～
16
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▶ 申込・問　三春町観光ガイドの会事務局
　 　　　　　（三春まちづくり公社観光部）
　 　　　　　☎ 62-3690

真照寺田村大元神社
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11 月の行事カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1211 13 14 15 16 17

3

54 6 7 8 9 10

1918 20 21 22 23 24

2625 27 28

1 2

29 30

三春町
アートクリエイター
教室

健康づくり
カローリング教室※１

健康づくり
カローリング教室※１

健康づくり
男の料理教室※２

文化の日

おはなし “あのね ”

ままカフェみはる

たのしいせいさく

食改のおやつやさん

心配ごと相談 こころの健康相談

乳幼児健診・
１歳６か月児

お誕生会
11月生まれ

心配ごと相談

24

25

24

24

35 35

24

24

35

24

心配ごと相談 35

のびのびの日・
離乳食についての相談

乳幼児健診・
９～10か月児 24

人権相談

心配ごと相談 35

臨床心理士の子育て相談日26

乳幼児健診・3～4か月児 24 乳幼児健診・3歳児
24

保健センター開放日 24

秋季企画展
（～12/2）

29

35

勤労感謝の日

行政相談 35

三春町各種功労者
表彰式 23

おりがみ教室 24

三春秋まつり・
三春ウオーク 7

三春秋まつり 7

8

ふくしま駅伝 4

平成30年度
三春町文化祭
（～11/17）

18

月の観察会 23

絵本とわらべ唄 24

臨床心理士の子育て相談日26

総合集団けんしん 27

ハピハピday 24

23星を見る会

さくら湖自然環境
フォーラム 3023
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※ 1…午前９時〜 11 時 30 分／町民体育館

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）、毎週日曜日（午前８時 30 分～午後０時）

◆ 施設の休館日は 22 ページに掲載しています。

※ 2…午前 10 時 30 分／保健センター
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人口 17,751 人（-10）う
ち男性 8,889 人（-9）・女性 8,862 人（-1）／世帯数 6,312 世

帯（+6）

※ 平成 27 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 30 年 10 月 1 日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行しています。

今月のバス運休日：3・4・11・18・23・25 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147
マーク 休 は、町営バスの運休日です。
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町営バス運休カレンダー（11月）

日 月 火 水 木 金 土

25 27 28

人口・世帯数

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎 68-2）

11 月
3 日(土)

　11 月 11 月
1 日(木)

大久保クリニック
かとうの内科クリニック

遠藤医院
中央通りクリニックやない
清水医院
南東北滝根診療所
石塚医院
都路診療所
船引クリニック
青山医院

さいとう医院
まつざき内科胃腸科クリニック

大方医院
矢吹医院
のざわ内科クリニック
矢吹医院
橋本医院
雷クリニック
秋元医院

2 日(金)
5 日(月)
6 日(火)
7 日(水)
8 日(木)
9 日(金)

12 日(月)
13 日(火)
14 日(水)

16 日(金)
19 日(月)
20 日(火)
21 日(水)
22 日(木)
23 日(金)
26 日(月)

医療機関名
当番医師 当番医師

薬局名

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

診療時間 午後 7 時～9 時 30 分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前 9 時～午後 6 時】★印は午後 5 時まで

三春病院 ☎62-3131
4 日(日)

さいとう医院 ☎72-250011 日(日)
東部台こどもクリニック ☎81-2580

18 日(日) 中央通りクリニックやない ☎81-2662

夜間・休日のお医者さん

27 日(火)
28 日(水)

23 日(金) 矢吹医院 ☎62-3015
白岩医院 ☎77-2036

コスモ調剤薬局中央通り店

25 日(日)

29 日(木) せんざき医院

コスモ調剤薬局東部台

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・
　ご質問を募集しています。
〒963－3401 田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

春山医院 東部台こどもクリニック15 日(木) 30 日(金)

【行政相談】11 月 13 日（火）午前 10 時～午後 0 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】11 月 13 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】11 月 6・13・20・27 日（火）
　午前 9 時～午後 0 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員

【こころの健康相談会】11 月 22 日（木）
　午前 9 時 30 分～午後 0 時／保健センター相談室
　／臨床心理士／要予約

●●●今月の相談●●●

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

◎ 大丈夫？　君の一言　救いの手（吉田愛理・三春中学校 3 年）
※平成 29 年度青少年健全育成標語入選作品

11 月 30 日（金）　国民健康保険税 第 5 期　後期高齢者医療保険料 第 4 期　介護保険料 第 5 期納　期　限

平成 30 年 11 月１日発行　毎月１日１回発行

編集発行／三春町役場総務課文書情報グループ

〒 963-7796　福島県田村郡三春町字大町 1-2
☎ 0247-62-2111（代）　℻ 0247-61-1110
e-mail:miharumg@town.miharu.fukushima.jp
HP:http://www.town.miharu.fukushima.jp

印刷／石橋印刷（株）
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　今回は、11 日朝に三春大神宮を出発した荒獅子と荒獅子保存会の皆さんに一日随行し
ました。当日は晴天に恵まれ、青空のもと荒獅子が勇壮に舞いました。表紙写真はその道

　10 月 10 日・11 日に三春大神宮祭礼が開催されました。今年は荒獅子が神輿渡御の露払いを行い、多くのギャ
ラリーが勇壮な長獅子の舞や天狗などの行列を一目見ようと集まり、賑わいを見せていました。
　祭礼のなかで一番の盛り上がりを見せる夜の還御では、各地区の神輿や山車が町内を練り歩き、祭りを盛り
上げる和太鼓の音や神輿を担ぐ子どもから大人までの元気な掛け声が町内に響き渡っていました。

中撮影したものです。（獅子に頭を噛んでもらうと魔除けになるといわれ、無病
息災で元気に過ごせる、御利益があるとされています。良いことがありますように…）
　夜は神輿還御の取材をしました。荒獅子が迫力ある舞を披露した後、各地区
個性のあふれた山車や神輿が次々と現れ、観客を湧かせていました。
　初めて祭礼を取材しましたが、皆さんの元気で活気のある様子に圧倒されま
した。取材にご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

荒獅子とは…
正式には「八雲神社の長獅子」という。また、
舞が荒々しいのと町名をかけて「荒獅子」とも
いう。町内の長獅子の中では最も歴史が古い。
三春大神宮祭礼の神輿渡御の露払いは、荒町と
新町の長獅子が１年ごとに交互に行っている。


